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マタイ24章に主イエスは世の終わり、再臨の前兆について預言された。6-7に「 また、戦争と戦争のうわさ

とを聞くであろう。注意していなさい、あわててはいけない。それは起らねばならないが、まだ終りではない。

民は民に、国は国に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、ききん、疫病(欽定訳、明治訳にはあるが、欽定訳、明治訳にはあるが、

それ以後の日本語聖書にはない)それ以後の日本語聖書にはない)が起り、また地震があるであろう」と言われた。

今年もいろんな異例な事件がたくさん起こった。次々起こる異例なニュースを時のしるしとして追跡して解

説のいとまもないほど、最後の大危機に向かって急速に動いている。「それらは最大の規模をもった事件に近

づいていることを予告している」(教会へのあかし9巻11ページ)。

毎日のニュースを見れば、ウクライナ－ロシアの戦争がいかに世界に影響

を及ぼしているかが分かる。エレン.G.ホワイトは、「もっと恐ろしい戦いの

武器が発明される」と預言している(スタディーバイブル新574)。7つのラッ

パの災害が間もなくやってくる。これらの災害が襲ってくる時、世界は「恐怖

と不安で気絶するであろう」と言われるほどの未曾有の出来事に直面する

（※黙示録の7つのラッパの災害は、我々は、過去に適用してきたが見直さ

なければならない。エレン.G.ホワイトは、1890年から未来と言っている(SB

新592参照)。フランシスコ教皇は「世界は部分的に第3次大戦を経験してい

る」と指摘した。

ウクライナ－ロシア戦争の結果、世界の食糧危機を招いていると警告されている。

「食糧安全保障」という言葉も使われるようになった。物価高騰の問題も世界的に

なってきた。食糧不足になると世界支配はいともたやすく成し遂げられるであろう。まさ

しく聖書でいう「飢饉」に入りつつある。

新型コロナの恐怖は世界を覆っている。このパンデミックも加わって、政治、経済、教

育、宗教に大きな打撃を与えていることはよく報道されている。最近、中国各地でゼロコ

ロナ政策に対するデモ抗議が一斉に起こった。中国の北京、上海、広州、武

漢、重慶、成都などで２６～２７日にかけ、厳格な「ゼロコロナ」政策に抗議ゼロコロナ」政策に抗議

する大規模デモする大規模デモが相次いだ。上海では数百人が集まって「習近平（シーチン

ピン）は退陣せよ！」「共産党は退陣せよ！」「コロナ検査はいらない、自由

が欲しい」と声を上げるなど、異例の抗議行動であった。アメリカでも、日本

でも起こった。

この大衆による「抗議デモ」がますます頻繁に、これもパンデミックにな

りつつある。また、最近韓国・ソウルの繁華街でハロウィーンハロウィーンのために集まっ

た群衆が転倒し、158人が死亡するという大惨事158人が死亡するという大惨事が起こった。中には「立っ

たまま死亡した」人たちもいた。ハロウィーンは異教からカトリックに来たも

のである。日曜礼拝、イースターを祝うことがこのように世界中に広がって楽

｜巻頭言
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しい祭りとなっている。どうして群衆でお祭り騒ぎをしたがるのか

不思議でならない。

日本では、安倍元総理の銃殺事件から、旧統一教会をめぐって

の論議が大きく取り上げられている。日本人が先祖の供養のこと

で恐れてどれだけの金が統一教会に流れて行ったことか！「1200億

円」の被害と言われている。政府は、騙された人 、々被害者救済法、

解散命令か信教自由化の論議、…政府は難問を突き付けられてい

る。この問題は、我々に何を教えているだろうか。神から与えられた

「個性」をいともたやすくカリスマ宗教に壊されること、社会秩序を

乱すようなことで解散命令をだすのか。近未来、新世界秩序を乱す

ものとして、わが教会に迫害の魔の手が伸べられる日はそう遠くない。　

今度のアンカーでは、多くの人の知らない、ウクライナ－ロシア戦争の真相ウクライナ－ロシア戦争の真相をビル・ヒューズ先生にひ

も解いてもらった。

また、サタンがわが教会員に最も知ってもらいたくない真理、至聖所でのイエスの働きについて考えて

みた。「我々が今持っていないもう一つの経験」。この真理が分からないと後の雨/大いなる叫びは、決

して起こらないし、かつてないほどの大いなる悩みの時、7つの災害に備えができないばかりか、キリス

トの再臨を迎えることはできないのである。万事はこれにかかっている（大争闘下221参照）。バチカン

の世界支配、プロテスタントアメリカの日曜休業令への動き、その他終末のしるしについての警告を発信

するメッセンジャー、警告のラッパを吹く器は少なからずいる。しかし、大祭司イエスが今どこで何をし

ておられるか、最も大事なことに人々の目を向けさせるメッセンジャーは、果たしてどれくらいいるだろう

か。

2023年は、世界も、教会も終わりに向かって急激な変化を我々に見せるであろう。「もろもろの民は騒

ぎたち」「諸国民は怒り狂う」。食糧不足、エネルギー、人権問題、格差問題等々が各国で抗議デモを引

き起こしている。「終わりのしるしはこの世にあふれる、マラナタ主イエスよ早く来ませ、涙をぬぐいてひ

たすら主を待て、恵のその日を望み祈れ」（アニー・スミス）

サンライズミニストリー代表　金城重博
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記事を読む前にエレン・ホワイトの言葉をもう一度
読んでおこう :

イエズス会の目的について：大争闘上 294

｢その ( イエズス会 ) の目的とするところは、富と富と
権力の獲得権力の獲得であり、プロテスタント主義をくつがプロテスタント主義をくつが
えし、法王至上権を復興することえし、法王至上権を復興することであった｣。

ローマ教会の目的：大争闘下 321

「ローマ教会の計画や運営方式には遠大なものが
ある。この教会は、再び世界を支配する再び世界を支配するために、
また迫害を復活させる迫害を復活させるために、またプロテスタンプロテスタン
トが行なったすべてのことを無効にするトが行なったすべてのことを無効にするために、
激しい決定的な戦いの準備として、その感化力を
広げ、その勢力を強めようと、あらゆる手段を用あらゆる手段を用
いているいている。カトリック教は至るところに地歩を占
めつつある」。

記事に出てくる、3 人のお偉方は、みなイエズス会
士である。

2022 年 5 月 25 日、バチカン・ニュースは、世界世界
経済フォーラム経済フォーラムとバチカンの世界政策バチカンの世界政策が一致し、バチ
カンはすでにそれを実行に移していると報じた。これ
は、世界レベル、地域レベルで多くの WEF フォーラ
ムの議題の最前線にいるカトリック司祭レオニール・
キアレロ氏へのインタビューの中で明らかにされたも
のである。

『バチカン・ニュース』は次のように報じている。

" カトリック教会は、ダボスで開催される世界経済
フォーラムで検討される様々な課題に対して、世界的
にも地域的にもすでにコミットしています・・・ほん
の数例ですが、Laudato Si'（ラオダテ・シ）Laudato Si'（ラオダテ・シ） と Fratelli Fratelli 
Tutti（フラテッリ ･ トゥティ＝教皇の回勅） Tutti（フラテッリ ･ トゥティ＝教皇の回勅） で教皇フ
ランシスコが提案した自然のケアとより包括的な経済
の促進に関する観点・・・雇用創出、開発、教育、医
療などに関する各種プログラムは、カトリック団体や
宗教集会が世界や地域レベルで推進しています。" 

｜バチカンニュースより

バチカン・ニュース
 

"カトリック教会は、
世界経済フォーラムで検討された

様々な問題にすでにコミット（深く関与）している"

May 27, 2022  by Andy RomanMay 27, 2022  by Andy Roman
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世界経済フォーラム（WEF）の創設者であるクラウ世界経済フォーラム（WEF）の創設者であるクラウ
ス・シュワブ氏ス・シュワブ氏は最近、自らの組織は「未来を築く」
ための「強力なコミュニティ」であると述べ、バチカバチカ
ンも WEF の政策に賛同しているンも WEF の政策に賛同していると発表したばかりで
ある。バチカンは世界経済フォーラムに代表を送り、
共に、私たちのためになると信じる政策を制定し、世共に、私たちのためになると信じる政策を制定し、世
界を支配しようとしている界を支配しようとしているのである。このワンワール
ド・ガバナンスへの第一歩における指針は、ローマ教
皇の回勅『ラウダート・シ』と『フラテッリ・トゥッティ』
に記されている。教皇が回勅の中で述べていることを
心に留めておいてほしい。

「世界経済を管理すること、危機に見舞われた経済
を再生すること、現在の危機の悪化とその結果生じる
より大きな不均衡を避けること、統合的かつ適時に軍
縮、食糧安全保障、平和をもたらすこと、環境保護を
保証し、移住を規制すること、これらすべてのために、
真の世界政治機関が急務です」（Laudato Si' 第 175 号）。

ジョー・バイデン大統領は最近、私たちは " 信じら
れないような移行 " の真っ只中にいると述べた。この
転換期の終わりには、私たちは「より強く」、「より化
石燃料に頼らない」存在になる。世界経済フォーラム
もローマ法王の回勅も、この立場を支持している。彼
らは、石油やガスを段階的に削減し、" グリーンエネ
ルギー " に頼らざるを得なくすることを望んでいるの
である。グレート・リセットグレート・リセットは、この目標を念頭に置
いて作られたのである。

コロナの大流行による事実上の自宅監禁、圧制的な
医療義務、食品価格の高騰、燃料費の記録的な高騰、
供給ラインの混乱、肥料の不足、粉ミルクの不足は、
すべて「驚くべき移行」の一部だというわけである。
これが記録的なインフレで経済を破壊する理由なのだ
ろうか？これが、私たちの政府と生活様式を変えるた
めに使われている戦術なのだろうか？現在のシステム
を崩壊させ、国民が絶望しているときに解決策を約束
する？それはマルクス主義革命の構成要素であり、歴
史上すでに起きていることだ。

ほんの 2、3 年前、前政権下で我が国がエネルギー
面で自立していた頃を覚えているだろうか？ガソリン
価格もインフレ率も低かった。しかしジョー・バイデ
ンによれば、私たちは活気に満ちた豊かな経済から、
新たなグリーンディールへの移行期にある。バイデン

バチカンニュースより｜

 Vatican News 

私たちは、より公正で、持続可能で、堅実な、
そして私たちの共通の家である地球を尊重した経
済を再生させなければならないのです。イエスに
目を向けながら、私たちはより良い未来に向かっ
て共に歩んでいくことができるのです。＃ラウダ
―トシ週間 2022 年 5 月 24 日

NEW - クラウス・シュワブは、ダボスで開催
された世界経済フォーラムの出席者に、「未来は
私たちによって築かれる 」と語っています。

バイデン : 「ガソリン価格に関して言えば、私
たちは信じられないような転換期を迎えており、
それが終われば、私たちはより強くなり、化石燃
料への依存度も下がるだろう ...」
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 サンライズミニストリー  検索

ご自宅で聖書研究ができますご自宅で聖書研究ができます

毎週の説教動画、セミナー等更新中。毎週の説教動画、セミナー等更新中。
無料書籍も閲覧可能です。無料書籍も閲覧可能です。

ぜひご活用ください !ぜひご活用ください !

https://www.youtube.com/@sunriseministry

Sunrise Ministry |     Youtube Channel

www.sunriseministry.com

ウェブサイト

 Vatican News 

はキーストーン・パイプラインを中止し、連邦国家内
での石油・ガスのリースを停止し、パリ気候協定に再
加盟した。

つまり現在、ガソリン価格が大幅に上昇しており、
もしかしたらそれが化石燃料の使用を終わらせるため
の計画なのかもしれない。ガソリンが高くなりすぎて、
電気自動車に移行せざるを得なくなるわけだ。問題は、
燃料費の増加は、輸送する商品の価格に直接影響する
ことである。また、コストアップの結果、個人や企業
が支出を控えるので、経済成長や製造業に悪影響を及
ぼす。いわゆる「手ごろなグリーンエネルギー」は、
気候変動擁護派やグローバリストによって流布されて
いる多くの嘘のひとつに過ぎない。手ごろな値段では
なく、あまりにも高すぎるのだ。

ディーゼル燃料の高騰により、輸送費は急速に値上
がりし、庶民の家計を圧迫している。ガソリンの値段
が 1 ガロン 10 ドルになったらどうなるのだろう？グ
ローバリストはこのような混沌としたシナリオが好き
なのだ。これは意図的なものである。食糧不足、戦争、
ガス危機、パンデミック、乳児用粉ミルクの不足、気
候危機はすべて、バチカンや世界経済フォーラムにい
るグローバリストのエリートたちが作り出したもので
あり、国家日曜法も含まれる。

黙示録  1:3 「この預言の言葉を朗読する者と、こ

れを聞いて、その中に書かれていることを守る者
たちとは、さいわいである。時が近づいているか時が近づいているか
らであるらである」。

　「サタンは、人間のうちにある神のみかたちを
いやしいものにすることに成功したと狂喜してい
た。その時イエスが、人間のうちに創造主のみか
たちを回復するためにおいでになったのである。
罪のために堕落した品性を新しく形づくることが
できるのはキリストよりほかにない。主は人間の
意思を支配していた悪霊を追い出すためにおいで
になった。主はわれわれを塵

ちり

の中から起し、けがけが
れた品性をご自分のきよいれた品性をご自分のきよい品性に型どってつくり
直し、ご自身の栄光をもってそれを、ご自身の栄光をもってそれを美しいものと
するためにおいでになったおいでになった」。1 希望 28

　「罪の赦しは、イエスの死の唯一の結果ではな
い。彼は罪が取り除かれるためだけでなくためだけでなく、人間人間
の性質がの性質が回復され、美化され (rebeautified)、破破
滅から再建され滅から再建され、神の臨在に適うようにするため
に、無限の犠牲を払われたのである」。5T 537
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はじめに

金城：皆さん、こんばんは。今日は初めて海外との
オンラインのセミナーができることを心から感謝して
います。

今、全世界で報道されている２大ニュースがありま
すね。毎日のように報道されていますが、それは、

①新型コロナウィルス、 ②ウクライナ ･ ロシア戦争
の問題です。 まぁ、色んな情報が飛び交っており、混
乱させられます。

今日は 聖書と証の書の見地から、これらの事をど
のように見るか…を、ゲストスピーカーのビル ･ ヒュー
ズ先生に、ひも解いて頂きます。

ビル ･ ヒューズ先生は、2014 年にサンライズのセ
ミナーに招いたことがあります。

彼は「シークレットテロリスト～
暗躍するテロリスト～」「真の黒幕は
誰であるか」などの研究の専門家で
もあります。他にも「敵のマスクを
剥ぎ取る」という本も書いています
が、これは翻訳されていません。早速、
講義に移ってもらいましょう。

------------------------------------------------------------------------

「コロナウィルスの欺瞞」

 “CORONA VIRUS DECEPTION”

こんばんは。皆さん
と、こうして時間を共有
できることを嬉しく思い
ます。何年か前に皆さん
と共に過ごした思い出が
よみがえってきます。今

晩こうして特別に皆さんにお話しできることを喜ばし
く思っています。

聖書・証の書という神様からの霊感を受けた書物・
真理の光が私達に与えられていることは、本当に感謝
です。今 世界で起こっていることを正しく理解するに
は、聖書と証の書を用い、それに基づいて世界情勢を
見ていく以外にないのです。

本以上の本 !

「各時代の大争闘」の表紙の絵です（英語版と日本
語版の別名「歴史と聖書の預言」）。

この本は、単なる本ではありません。本以上の本で
す。キリストとサタンの間の闘いの観点から、今世界
で起こっていることを正しい世界観で導いてくれる本
です。キリストとサタンの大争闘は、この世界で今も
繰り広げられていて、最終的に２つの礼拝日礼拝日に焦点が
当てられるようになります。この本は、すべての自由
と律法（法律）を破壊しようと躍起になって、この世
界で暗躍している真の黒幕、悪魔の代理者を明確に特悪魔の代理者を明確に特
定定し、暴露しているのです。

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜

コロナウィルスの欺瞞と

　　　　　ウクライナ紛争について
2022年7月29日、30日のオンラインセミナーの記録

講師 ： ビル ・ ヒューズ牧師講師 ： ビル ・ ヒューズ牧師

通訳 ： 砂川 満通訳 ： 砂川 満
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この世における悪魔の代理者 !

この世界で悪魔の代理者として働き動いている者は
一体誰なのかを、私たちは問わなくてはなりません。
世間では、トルコ・フランス・イスラム・共産主義・
CFR・三極委員会、国際銀行家・ユダヤ人…など、世
の中を操っている者が誰か？について様々な議論が交
わされています。

これらの勢力に関して、大争闘は「否」「ＮＯ」と言っ
ているのです。世界の黒幕としてトップにいるグルー
プ、これらの一つとして考えるならば、あなたは証の
書から外れています。

悪魔の代理者悪魔の代理者：それはローマ教皇庁ローマ教皇庁です！

私たちが今日問うべきことは… 

私たちは誰（何）に耳を傾けているか？

今、世界で起きていることを私達に伝えているのは、
テレビ・ラジオ・新聞でしょうか？ 

そういったものをメインに私たちは情報を得ている
のでしょうか？ 

あるいは聖書・証の書を中心にして、そこから世界
情勢を知ろうと努めているでしょうか？ 

特に新型コロナ騒動が始まってから世界は大騒ぎし
ていますが、この時勢にあって私達はどの声に耳を傾
けているでしょうか？

そして今年になって、ウクライナ紛争が勃発しまし
た。こういった世界情勢を正しく理解するには、聖書
と証の書、特に大争闘に基づかないといけません。

「私たちには、より確かな預言の言葉がある。あ
なたがたも、夜が明け、明星がのぼって、あなた
がたの心の中を照らすまで、この預言の言葉を暗
やみに輝くともしびとして、それに目をとめてい
るがよい」。Ⅱペテロ 1:19、一部欽定訳

この世界を覆っている欺瞞という暗闇は余りにも闇
が深く、そういった中で安全に道を進むには、闇の中
で光輝いている神の預言の言葉に耳を傾けなくてはな
らないのです。

エルサレム滅亡の預言

「ああ、エルサレム、エルサレム、預言者たちを
殺し、おまえにつかわされた人たちを石で打ち殺
す者よ。ちょうど、めんどりが翼の下にそのひ
なを集めるように、わたしはおまえの子らを幾た
び集めようとしたことであろう。それだのに、お
まえたちは応じようとしなかった。見よ、おまえ
たちの家は見捨てられてしまう。わたしは言って
おく、『主の御名によってきたる者に、祝福あれ』
とおまえたちが言う時までは、今後ふたたび、わ
たしに会うことはないであろう」。マタイ 23:37-
39

イエス様は、当時の人達に、「あなたがたは預言者
の声に耳を傾けなかったので、 その結末は滅亡である」
と仰いました。聖書や各時代の大争闘などの声に、私
たちは是非とも耳を傾けなくてはなりません。それら
の声に耳を傾けることを選ばずに、代わりにラジオ・
テレビなど一般メディアの声ばかりに重きを置くなら
ば、私たちは暗黒の中を歩かなくてはならなくなるの
です。

ショックを受けた弟子たち

エルサレム神殿でイエス様のあるお言葉を聞いて、
弟子たちはショックを受けました。この壮麗なエルサ
レム神殿が破壊されてしまうと、イエス様が仰ったか
らです。

マタイ 24 章で、イエス様の言葉を聞いてショック
を受けた弟子たちがイエス様の元にやってきて、「そ
れは本当に確かなことなのですか？何かの間違いじゃ
ないですか？」と尋ねたことが、聖書に書かれていま
す。

「イエスが宮から出て行こうとしておられると、
弟子たちは近寄ってきて、宮の建物にイエスの注
意を促した。そこでイエスは彼らにむかって言わ
れた、『あなたがたは、これらすべてのものを見
ないか。よく言っておく。その石一つでもくずさ
れずに、そこに他の石の上に残ることもなくなる
であろう』。またオリブ山ですわっておられると、
弟子たちが、ひそかにみもとにきて言った、『ど
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うぞお話しください。いつ、そんなことが起るの
でしょうか。あなたがまたおいでになる時や、世
の終りには、どんな前兆がありますか』」。マタイ
24:1-3

エルサレムの神殿は、当時の世界の人たちが本当に
驚嘆し不思議に思う建造物の一つでした。イエス様が、
この立派な神殿が崩されて更地になってしまう時が来
ると仰って、弟子たちは本当に驚きショックを受けた
のです。

イエス様に神殿破壊のことを尋ねたとき、このエル
サレム滅亡・神殿破壊という出来事は余りにも大きす
ぎると考えた弟子たちは、その時はイエス様が再びお
いでになる再臨の時に違いないと考えて、エルサレム
滅亡と再臨を一緒くたにしてしまったのです。２つの
出来事を一緒にして、神殿が破壊される時は、すなわ
ちイエス様の再臨の時だと考えました。

二重の適用！

しかし、ご存知のように、紀元 70 年にエルサレム
神殿は都もろとも滅亡しましたが、イエス様の再臨は
未だ起こっていません。これら２つの出来事・事件は、
同時には起こらなかったわけです。イエス様ご自身は
当然、この２つの出来事・事件は何千年という時を隔
てる別個のものであると認識しておられました。ただ
しイエス様は、いちいち「これは別だよ」と言われず、
一つの答えとして弟子たちに与えられたのです。弟子
たちに言われたエルサレム滅亡の時に起こったような
出来事は、キリストが再臨なさる直前にも起こると言
われたのです。

ですからマタイ 24 章は、「二重の適用」と言います
が、二重に当てはめることができるのです。

①エルサレム滅亡の際に起こる出来事

②主の再臨の頃に起こる情勢 

マタイ 24 章は、現代の私たちに対する預言なので
す。

私達が尋ねるべき大きな質問は、これです。

私たちは、今、誰の声に耳を傾けているでしょうか？

み言葉を通してキリストの声に、耳を傾けているで
しょうか？ それとも、

現代の様々なメディアを通じて語る人間の声に重き

を置いて、耳を傾けているでしょうか？

Ⅱペテロ 1:19 で読んだように、より確かな預言の
言葉が与えられているのです。み言葉以外の言葉は、
私たちが頼ることができる確実なものではありませ
ん。

マタイ 24 章でイエス様は何と仰っている

か？

イエス様はいろんな事について話しておられ、地震
と戦争のうわさ・飢饉・地震などが、いろんな所で起
こると仰いました。荒らす憎むべきものが現れる。そ
して、キリストに従う者たちは迫害に遭うことも言わ
れました。しかし、イエス様が 24 章の中で４度も繰
り返され「本当に気をつけなさい」と警告なさったこ
とがあります。

「そこでイエスは答えて言われた、『人に①惑わさ
れないように気をつけなさい。多くの者がわたし
の名を名のって現れ、自分がキリストだと言って、
②多くの人を惑わすであろう』」。マタイ 24:4, 5

「そのとき、多くの人がつまずき、また互に裏切り、
憎み合うであろう。また多くのにせ預言者が起っ
て、③多くの人を惑わすであろう」。同 24:10, 
11

「にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、
大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、④選
民をも惑わそうとするであろう」。同 24:24

今日、現代に至るまで、イエス様は神の民に向かっ
て、マタイ 24：4-5 で警告しておられるのです。

それから 10 節と 11 節で既に３回、イエス様は「欺
瞞に気をつけなさい。注意しなさい」と 警告しておら
れます。24 節で、「選民をも惑わそうとする」とも仰っ
ています。欺瞞についてもう４度も、イエス様は警告
を与えておられるのです。

この地球歴史の最終時代に向かって、あまりにも多
くの惑わす声が私たちのうちに現われ、そして様々な
偽り・嘘を信じ込ませようと、あの手この手で欺き、
欺瞞を仕掛けてくるのです。

欺瞞（ぎまん）

イエス様は４度にわたって欺瞞に
ついて警告を与えられましたが、欺

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜



10

瞞・欺きとは、どういう意味でしょう？

「誰かに偽り、または無効のことを、真実または有
効のこととして受け入れさせる行為：虚偽と詐欺の手
法にうったえる欺きの行為」（ウェブスター辞典より）。

ここで一つ質問したいのですが、私たちが、こういっ
たサタンの欺瞞に陥ることがあり得るのでしょうか？ 

あるいは私たちが本当にだまされているということ
があるのでしょうか？ 

コロナウィルス・ウクライナ紛争に関して、私たち
は何かだまされてはいないでしょうか？

私たちを欺くために、新型コロナやウクライナ紛争
に関して、何か語られていないことがあるのでしょう
か？

イエス様は４度も、欺瞞に対して、私たちに注意を
促されました。

図で説明しよう！

上の図を見ても、恐らくチンプンカンプンだと思い
ます。色んな〇や□や△がちりばめられていて、右側
に黒塗りの●もあります。実は、これはアメリカンフッ
トボールというスポーツの配置図で、フットボールを
競技するときのそれぞれのチームメンバーの位置を表
しています。

私が 13 歳、中学生のとき入っていたフットボール
のチームで使ったある作戦を表した図で、実は、その
作戦を用いると必ず得点に結びついたという経験があ
ります。必ず得点を入れられた、毎回成功した理由は、
相手チームをまんまと騙し欺くことができたからなの
です。

この図を説明すると、真ん中の□の真後ろにある〇
が私のポジションで、クォーターバック（司令塔）です。

真ん前の□センターの人に近づいて行く時に、私が「レ
ディセット」と言って合図を出すと、みんなが片膝を
ついて攻撃態勢に移ります。私が「ハットワン」と言
うと、この黒い●の人が真ん中に向かって走り出しま
す。そして「ハットワン」「ハットツー」「ハットスリー」 
と言うと、言い終わる頃には、大体フィールドの真ん
中辺りまで黒●の人が走ってきています。そして「ハッ
トスリー」と言った途端に、センターの人が私にボー
ルを手渡します。この時点で、フランカーというポジ
ションの黒●の人が私からボールを受け取って、この
２人 (FB,TB) が傍についてボールを持ったフランカー
を守って前に進もうと試みます。いかにチームとして
前進できるかが、アメフトでは重要なので、ボールを
持った人が前に行けるように皆で協力します。最初の
トライで、大体 10 ～ 15 メートルくらい前進するこ
とができます。最初のプレイで、そこまで前進して、
再び、皆でポジションについて動き始めます。

「レディセット、ハットワン」と私が指示を出すと
同時に、また黒●のフランカーがセンターに向かって
走り出します。最初の時と全く同じような動きをする
わけです。私が「ハットスリー」と言った頃には、彼
が真ん中、私のすぐ後ろの方に来てボールを受け取り
ます。そして皆で左側に向かって前進を試みます。最
初の時と同じように同じ動きをするので敵にも手の内
がばれて、２度目は５ヤード位しか前進できません。

そして今度は３度目の試みになりますが、同じよう
にポジションについて、私が「レディセット、ハット
ワン」と言って指示を出します。すると、また黒●の
フランカーが、フィールドの真ん中に向かって走り出
します。そうしたら相手チームは、どうすると思いま
すか？またか…という感じで、フィールドの左側に全
員動き出します。私がやろうとしていること、私たち
の動きは完全に読んだと彼らは考えるのです。黒●の
人が真ん中に来てボールを受け取って、こっち側に向
かって前進を試みる、手の内が分かった、同じ作戦で
来ると、彼らは考えたわけです。防御のチーム全員が

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について



11

再び左側に移動して、守りを固めようとします。

ところが３度目は、実は違う作戦を練っていたので
す。３度目は、私がボールを手渡して黒●のフランカー
が受け取った途端に、黒●は左側の腰の方にボールを
隠しながら、FB の人にボールを更に手渡します。そ
して黒●と私〇と他のチームメイト皆で左に向かって
いる間に、最後に黒●からボールを受け取った FB が
反対側の右に向かって走り出します。全員が左側に集
中している間に、ボールを持った FB の人だけが、が
ら空きのフィールドの右側を前進し走っていきます。
一人だけなので何の妨害を受けることもなく、最後ま
で走り切ることができるのです。

欺瞞によるタッチダウン

この作戦、なぜ毎回うまくいったと思いますか？

なぜ毎回、相手チームを出し抜くことができたので
しょうか？

彼 ら を ま ん ま と
騙すことができた、
欺 い た か ら で す。
す べ て の プ レ イ が
フィールドの左側で
行われると彼らが考
えているすきに、実
は肝心なプレイは右

側でなされていた、本当に肝心なことはフィールドの
反対側で起こっていました。まんまと出し抜き、欺く
ことができたのです。それが欺瞞欺瞞なのです。

イエス様は、最終時代の今日生きている私たちに、
マタイ 24 章で、「注意しなさい、気をつけなさい」「嘘
をついてあなたを欺こうとする人々が現われるから、
よくよく注意しなさい」と警告しておられるのです。

声、声、声

では新型コロナに注目してみましょう。コロナ禍に
おけるアメリカ合衆国で、特に影響力を発揮した３人
の人物がいました。皆さんもコロナ禍が始まってから、
日本でどのような人物が大きな影響力を発揮したか、
よく考えてみてください。

アメリカで最も大きな影響力を発揮した３人の声が
ありました。コロナ禍が始まった頃、彼らがアメリカ
国内のメディアに絶えず登場していました。彼らは自
分たちの影響力を発揮して、アメリカの経済を本当に
閉鎖させてしまったのです。大規模な経済の停滞が起
こりました。自分たちのありとあらゆる影響力を使っ
て、アメリカ国中の何十億の人々を恐怖に陥れました。

コロナウィルスは、本当に実在しているものでしょ
うか？ もちろん現実に存在するものです。コロナウィ
ルスは、目に見えないし、もてあそべるようなもので
はありません。

しかし、ここで尋ねたいのは、このコロナ禍にあっ
て、別のアジェンダ（計画）があるのだろうか？とい
うことです。

左の３人に共通することがあります。３人ともイエ
ズス会の大学で教育を受けた人たちです。これらの大
学はどれも、イエズス会の教育機関なのです。

しかもこの３人のうちの１人は、コロナが発生した
と言われる中国武漢のウィルス研究所に資金提供まで
していました。それは 750 万ドルにも及ぶ莫大な金額
でした。このファウチが、コロナウィルス開発のため
に援助したことは、もう明るみになっているのです。

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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自分が武漢の研究所でコロナウィルスを開発させて
おきながら、その解決法も自分が持っているというわ
けです。ファウチが提案した解決法は、まず教会を閉
鎖させ宗教自由を破壊し、仕事に行くのを禁止する、
すなわち人々の市民権・民衆の権利をはく奪したこと
です。子供たちが学校に行くことを止めさせ、教育の
権利を奪ったのです。そうすることによって世界経済
を混乱に陥れました。そういったことが、カトリック
で訓練を受けたイエズス会の手下ともいえる人物に
よって、すべて成されたわけです。彼らが裏で手はず
を整えて、すべてが起こりました。神様が私たちに与
えられた、ありとあらゆる人としての権利を、彼らは
奪っていきました。人が享受すべきすべての自由をは
く奪すること、これがファウチの目的だったのです。
このコロナ騒動を通して、私たち人類が享受していた、
ありとあらゆる自由が奪われてしまったのです。

コロナウィルスは、欺瞞だったのでしょうか？

皆が新型コロナに集中し焦点を当てている間に、見
えもしないウィルスに皆が注目している間に、肝心な
ことが別の所で推し進められていたのです。コロナ
ウィルスは確かに実在する本当の現実のウィルスです
が、それが私たちの人としての根本的な自由を破壊す
るのに利用されたのです。このコロナ禍の間に、あら
ゆる自由が本当に根こそぎ奪われてしまいました。

この自由は元々、中世時代の宗教改革のおかげで人
類が享受するようになったものです。宗教自由をはじ
めとし、基本的人権なども含まれます。そういった私
たちが今まで享受してきた、そして享受すべき、あり
とあらゆる自由が奪われようとしているのです。

皆さんもお気づきのように、コロナ禍が始まってか
ら現在に至るまで、世界経済が大いに揺るがされまし
た。多くの世界経済学者が、「コロナウィルスは、世
界経済を新たに形作るために、完璧なタイミングで
やってきた」と言っています。

打倒プロテスタント

大争闘の中に、イエズス会について述べられている
箇所があります。読み進めていく間に、過去 2-3 年で
起こったことを思い浮かべていただきたいのです。皆
さんが過去数年にわたって、どの声に耳を傾けてきた
か？どのどういった情報を重んじてきたのか？思い浮
かべていただきたいのです。日本には、上智大学とい
うイエズス会の大学があります。私たちは、神様の声
に、耳を傾けているでしょうか？それとも、イエズス

会が発信元の情報に重きを置いて、耳を傾けているで
しょうか？

「プロテスタント主義は、全キリスト教国において、
恐るべき敵に脅かされた。改革事業の最初の勝利は過
ぎ、ローマはその全滅を期して新たな勢力を奮い起こ
した。このとき、法王教の全闘士中、最も残酷で無法
で強力なイエズス会が創設された。

彼らは、世俗のきずなや人間関係から切り離され、
人情も理性も良心もいっさいを無視して、彼らの会以
外のどんな規則もきずなも認めず、ただ、その権力を
伸張することだけを義務とした。キリストの福音は、
その信者たちに、危険を冒し、苦難に耐え、寒さ、飢え、
労苦、貧困にもめげず、真理の旗をかかげ、拷問も投
獄も火刑も恐れない力を与えてきた。

この勢力に対抗するために、イエズス会は、その会
員を狂信的にさせ、同様の危険に耐えるように、また
あらゆる欺瞞の武器をもって真理の力に対抗するよう
にさせた。彼らは、どんな犯罪を犯しても罪にならず、
どんな欺瞞を行ってもかまわず、どんな偽装もわけな
くできた。彼らは、一生の間貧困と質素な生活を送る
ことを誓ったが、その目的目的とするところは、富と権力富と権力
の獲得の獲得であり、プロテスタント主義をくつがえし、法プロテスタント主義をくつがえし、法
王至上権を復興すること王至上権を復興することであった」。大争闘上 293 －
294

イエズス会の目的は、プロテスタント主義の打倒でイエズス会の目的は、プロテスタント主義の打倒で
すす。

プロテスタントの宗教改革は、私たちに何を与えて
くれたのでしょうか？

宗教改革のおかげで、私達は市民としての自由、宗
教の自由を享受できるようになったのです。宗教改革
のおかげで私たちが今享受している自由・権利が、コ
ロナ禍にあって攻撃に遭いました。

中国、武漢

中 国 の 武 漢 研
究所で、恐ろしい
新型コロナウィル
スが開発され、そ
の開発費用がアメ
リカのアンソニー
･ ファウチから出
ているというのは、明らかな情報です。ファウチは資
金援助した後、アメリカや全世界に対して、その解決
はこうだ、と声を大にして語ったわけです。彼が出し
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てきたコロナの解決法は、プロテスタント宗教改革に
よって得られた自由をすべて奪うことでした。

新型コロナウィルスは、もちろん悪い好ましくない
ウィルスで数え切れないほどの死者を出し、世界中に
大きな苦痛を与えています。しかし、プロテスタント
宗教改革によって得られた自由、そして世界経済の破
壊と比べたら、どうでしょうか？

そっちのほうが、はるかに脅威であり、間違った
ことですよね。私たちが宗教改革によって享受するに
至った、すべての権利・自由を無きものにするために、
新型コロナが利用されました。更に、世界経済を破壊
するためにも、新型コロナが用いられたのです。

こう考えたことがありますか？ 

もしコロナ禍の最中に日曜遵守令・日曜休業令が提
案されたら、世界はそれに「はい」と言っただろうか
…その流れに乗ってセブンスデー ･ アドベンチスト教
会も足並みを揃えていっただろうか…と考えたことは
ありますか？

このコロナ騒動によって、日本中世界中の人々が怯
えるようになりました。そして恐怖に陥れられた世界
中の人々は、何でもする用意ができてしまったのです。
セブンスデー ･ アドベンチスト教会も同様に、何でも
従う姿勢が出来上がってしまいました。

皆さんだったら、どうするでしょうか？

過去 2-3 年、私たちは個人の自由が奪われるのをい
とわなかったでしょうか？

皆さんは、喜んで自らの自由を明け渡してきたで
しょうか？

メディアや政府が日曜遵守令を推し進めてきたとき
に、その流れに乗って、私たちの自由を更に明け渡す
ことになるのでしょうか？

本当に深刻な、誰もが自問自答すべき質問だと思い
ます。

この地球上のすべての自由、そして経済を破壊しよ
うと画策するローマが最終的に持ってくるであろう日
曜遵守に向かっていくコロナ騒動は、その予行演習と
も言えると思います。

中国武漢のウィルス研究所から新型コロナが漏れ出
て世界中に広まったというのは、もうアメリカでは常
識となっており、この恐ろしい問題を引き起こした張
本人として注目が集まっています。この研究所でコロ

ナウィルスが開発されたのは確かですが、別に中国人
が全ての非を負うべきということではありません。そ
もそも世界中を騒がすことになったコロナ禍というの
は、中国という枠を超えて世界中をひとまとめにする
ために、法王教によって、あらかじめ計画されたもの
だったのです。

イエス様は欺瞞欺瞞について警告警告なさいました。 災い
はどこか他のところからやってきていると言われたの
です！

コロナ禍が始まった当初アメリカ大統領だったドナ
ルド・トランプは「中国が全部悪い」と言いましたが、
実は、すべての騒動の黒幕は、ローマだったのです。

サタンは何を利用する？！

このコロナ禍
にあって、私た
ち は 誰 の 声 に、
耳を傾けてきた
でしょうか？

情報のほとん
ど を、 テ レ ビ・
インターネット・
ラジオ・新聞・雑誌などから得てきたのではないでしょ
うか？ 

いわゆる主流メディアから、新型コロナに関する情
報を得てきたのではないでしょうか？

では、メディア・マスコミを支配しコントロールし
ているのは、誰なのでしょう？

このメディアそのものが、世界の経済を牛耳ってい
る富裕層によって操られているのです。

メディアを操っている世界中の富裕層たちは、彼ら
が法王教に屈服しているから莫大な富と権力という益
を受けることになったと、聖書の黙示録に書かれてい
ます。

知性の娼婦（男娼）!

イエスの警告と、今日メディアが主な情報発信源
であるという事実を踏まえると、ジョン・スウィント
ンの声明は我々に大きなインパクトを与えることだろ
う。

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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スウィントンは 100 年前の著名なジャーナリスト。
自分のためにもうけられた記者クラブの食事会で、彼
は次のように語った：「今日アメリカにおいて、独立
した報道機関というものは存在しない。それは君たち
も私も知っている。大胆にも自身の正直な意見を書こ
うとする者は、ここには一人もいない。書いたとして
も、印刷されることは決してないだろう。自分の正直
な意見を紙上に出さないことで、私は給料をもらって
いる。君たちも同様であろう。もし君たちの中で、愚
かにも自分の正直な意見を書こうとする者がいたら、
そいつは直ちに失業して職探しに奔走していることだ
ろう。もし私が新聞の記事に自らの正直な意見を出し
たとしたら、24時間以内に職を失うことだろう。ジャー
ナリストという職業は、権力者の求めるままに真実を
こわし、真っ赤な嘘をつき、曲解し、けなし、へつら
うもの。また日々食べていくために自国と同胞を売り
渡すものである。それを知っている君たちと私が、報
道の独立に乾杯するのは何と愚かなことか！

我々は黒幕である富裕者らの道具であり召使であ
る。我々は操り人形であり、彼らの意のままに踊る。
我々の才能も可能性も生命も、すべて他の連中の所有
物に過ぎない。我々は知性の娼婦（男娼）なのである。

(Source: Labor's Untold Story, by Richard O. Boyer and 
Herbert M. Morais, published by United Electrical, Radio & 
Machine Workers of America, NY, 1955/1979.)

これは百年前の著名なジャーナリスト、ジョン・ス
ウィントンが、記者仲間たちの食事会で語ったことだ
そうです。実は沖縄・日本・アメリカ問わず全ての世
界中のメディアが、富裕層によって支配され操られて
いるのです。

この世界中の富裕層を操りコントロールしているの
は、誰でしょうか？

黙示録 18:15 に「これらの品々を売って、 彼女から
富を得た商人」とありますが、彼女とは誰のことなの
でしょうか？

フィールドの一方の側で世界中がコロナの攻撃を受
けている最中に、フィールドのもう一方の側では、さ
らに大きな問題が起こっているのです。

ジゴロ（ひも）

この人たちはアメリカの有名なニュースキャスター
で、大いなるバビロンがあなたに聞かせたいことを、
そのまま伝えているのです。今日の大きな問題は新型

コロナであると伝えています。

彼らがそう言っている間に、中産階級の雇用や市民・
宗教の自由は失われつつあるのです。 プロテスタン
ティズムの最後の砦が消滅しつつあるのです！

メディアの操作によって私達がコロナウィルスばか
りに注意が向けられている間に、私たちが享受すべき
自由がどんどん消えていっているのです。宗教自由も
失われ、あちこちの教会が、またセブンスデーも同様
に閉じられて、教会運営がなされなくなりました。現
在に至るまで、世界経済が本当に崩れかかっています。
メディアが私たちの注意をコロナウィルスに集中させ
ている間に、自由が破壊されてしまっているのです。

ここで再び質問していただきたいのは、もしコロナ
禍にあって日曜遵守令が発令された時に、世界中がそ
れに足並みを揃えて従っていくでしょうか？ そして教
会は、どうでしょうか？

私たちにとって、本当に自問すべき深刻な問題・質
問であります。

もしそうなったときに、私も我々の教会も世界の
流れに乗っかって足並み揃えて行くとこまで行ってし
まうだろうなという答えが出た人は、今まで間違った
声に耳を傾けてきた結果であると思ったらいいでしょ
う。私たちの頭の中で、メディアの声の方が神の声よ
り大きく鳴り響いているということです。このコロナ
禍にあって、もしアメリカで日曜遵守令が立ったなら
ば、教団としてのセブンスデー ･ アドベンチストは間
違いなく、その流れに足並みを揃えていくことでしょ
う。

私たちは、どの声に耳を傾けているでしょうか？

バビロンが富裕層を支配

「その商品は、金、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹、
緋布、各種の香木、各種の象牙細工、高価な木材、
銅、鉄、大理石などの器、肉桂、香料、香、にお

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について
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い油、乳香、ぶどう酒、オリブ油、麦粉、麦、牛、
羊、馬、車、奴隷、そして人身などである。おま
えの心の喜びであったくだものはなくなり、あら
ゆるはでな、はなやかな物はおまえから消え去っ
た。それらのものはもはや見られない。これらの
品々を売って、彼女から富を得た商人は、彼女の
苦しみに恐れをいだいて遠くに立ち、泣き悲しん
で言う」。黙示録 18：12-15

ですから富裕層富裕層
を支配し操ってい
るのは、ローマ法ローマ法
王教王教なのです。

富 裕 層 が、 メメ
ディアディアを支配して
います。メディア
は 私 た ち を 欺 い

て、欺瞞欺瞞を信じ込ませ、法王教ローマが私たちの耳に
届けてほしいメッセージを伝えているのです。そうし
てローマ法王教ローマ法王教は、私たちを騙して、彼らの嘘を信じ
込ませているのです！

結局メディアを支配しているのはローマであり、
ローマがメディアを通して彼らの作った嘘を信じ込ま
せようとしているのです。

遠大な計画 !

「ローマ教会の計画や運営方式には遠大なものが
ある。この教会は、再び世界を支配するために、
また迫害を復活させるために、またプロテスタン
トが行ったすべてのことを無効にするために、激
しい決定的な戦いの準備として、その感化力を広
げ、その勢力を強めようと、あらゆる手段を用い
ている。カトリック教は至るところに地歩を占め
つつある。プロテスタント諸国において、カトリッ
クの教会や礼拝堂が数をましているのを見られ
よ。米国において、カトリック教の大学や神学校
が人気を集め、プロテスタントに広く後援されて
いるのを見られよ。米国における儀式主義の発展
や、カトリック教会へ入るために新教から脱落す
る者が多いことを見られよ。こうした事柄は、福
音の純粋な原則を尊ぶすべての者が憂慮しなけれ
ばならないことである」。大争闘下 321、322

すでに申し上げたように、このコロナウィルスは、
現実のウィルスであり、現実の災難です。メディアは

様々な専門家・有識者たちを通じて、様々な嘘を私た
ちに信じ込ませようとしてきました。

現在のアメリカ大統領ジョー・バイデン、世界中で
最も裕福な一人ビル・ゲイツたちが、すでに次のウィ
ルスについて警告を発しています。

彼らは予言者なのでしょうか？ 彼らに未来が分か
るのでしょうか？

あるいは彼らにそれが分かるのは、自分たちがコロ
ナよりも更にひどいウィルスをすでに作っているから
でしょうか？

彼らは私たちの自由を破壊するために、コロナウィ
ルスを利用しました。

次のウィルスがやってきたら、彼らは何を破壊しよ
うと試みるでしょうか？

次のウィルスを利用して日曜遵守令を持ち出し、真
の第七日安息日を破壊しようと試みるのでしょうか？

この新型コロナ騒動の光に照らすならば、次の段階
のシナリオが本当に現実のものとして迫ってきている
ことを、私達は自分自身にしっかりと問い明確な答え
を出すべき時ではないでしょうか？

獣の刻印と十四万四千

このコロナ禍の間に、黙示録 13 章の預言は容易に
成就しうると考えています。

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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この地上歴史の本当に最後の時代に、私たちは住ん
でいます。そして真に正しいこと、真実・真理を擁護
するために、イエス様は、私たち一人ひとりを召して
おられるのです。

そしてキリストの確かな預言の言葉により頼むよう
に、私たちに訴えておられるのです。そうするときに
私たちは、どんな欺瞞にも欺かれることなく立ってい
ることができるのです。

「またわたしは、火のまじったガラスの海のよう
なものを見た。そして、このガラスの海のそばに、
獣とその像とその名の数字とにうち勝った人々
が、神の立琴を手にして立っているのを見た。彼
らは、神の僕モーセの歌と小羊の歌とを歌って
言った、『全能者にして主なる神よ。あなたのみ
わざは、大いなる、また驚くべきものであります。
万民の王よ、あなたの道は正しく、かつ真実であ
ります…』」。黙示録 15：2-3

では最後に、お祈りしましょう。

天のお父様、より確実な預言の言葉が私たちに与え
られていることを感謝いたします。不確かな世の中に
あって、確かなものとしてより頼むことができるみ言
葉が与えられていることを感謝いたします。この世の
声によって私たちが欺かれることがないように、どう
か引き続き、あなたの確かなみ言葉により頼んで歩む
ことができるようにお助けください。私たちがあなた
により頼むときに、あなたが私たちを保護し守ってく
ださるという約束を感謝いたします。イエス様の御名
を通して、お祈りいたします。アァメン。

------------------------------------------------------------------------

ビル ･ ヒューズ Zoom セミナー２

「ウクライナ紛争」

日本におられる皆さ
んにアメリカの地から、
ご挨拶申し上げたいと思
います。昨晩話した事柄
について、本当に強調し
すぎるということはない
と思っています。強調
しすぎではないと思っている点は、この世の中には２
種類の声があること。世界情勢を正しく理解するにあ
たって、私たちはどこから情報を得ているか、常に問
うている必要があると思います。

私たちは誰 ( 何 ) に耳を傾けているか？

右 の ３ 人
の人物は、ア
メリカではテ
レビに毎日出
てくる著名な
ニュースキャ
ス タ ー で す。
彼らはバチカ
ンによってコントロールされている富裕層によって操
られている人たちなのです。そしてローマが民衆に聞
いてほしいことを、彼らは伝えているにすぎないわけ
です。彼らの代理者を通して法王教が私たちに語って
いることから耳を背けて初めて、私たちは確実な預言
の言葉に耳を傾けることができるのです。昨日も引用
した聖句です。

「私たちにも、より確かな預言の言葉があります。
あなたたちは、暗いところで輝く光が曙に至るよ
うに、あなたたちの心の中に明星が現れるまで、
よくよく それに注意を払いなさい」。Ⅱペテロ
1:19、欽定訳

ローマ法王教とその代理者たちは、常に変化してい
ます。聖書と証の書、特に「各時代の大争闘」は、確
実な預言の言葉を絶えず私たちに示してくれていま
す。

ロシアのならず者？？

最近、悪名高くなったロシアのプーチン大統領の写
真が出ていますが、世界中の報道機関が今、彼が世界
最悪の人物であるかのように伝えています。ウクライ
ナ紛争に関して一番の悪人は、このロシアのプーチン

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について



17

であると世界中の報道
機関が伝えています。

プーチンについての
報道の一例です。

「 プ ー チ ン 大 統 領 の
ウクライナへの執着執着は、
長年にわたって強まっ
て い る。2005 年、 彼

はクリミア奪還を『ばかげた考えだ』『歴史的不満と
いうパンドラの箱を開けるような無責任無責任な行動だ』と
言った。しかし、その 9 年後、彼はまさにそれを実行
に移すことになる。2021 年の夏までに、彼はロシア
人とは別の民族としてのウクライナ人の存在を否定す
るようになった。今週初め、彼はウクライナ国家の非
合法性を宣言した」（カドリ・リイク、シニア・ポリシー・
フェロー）。

この一つの短い記事の中で、ウラジミール ･ プーチ
ンという人物は何かおかしなことにとりつかれた無責
任な極悪人極悪人であると述べられています。

ウクライナ戦争に関して、本当にロシアが悪玉なの
でしょうか？

もう一方の善玉と言われている側についても見てみ
たいと思います。

英雄ゼレンスキー

ウ ク ラ イ ナ の
ゼレンスキー大統
領が水曜日、ズー
ム で 米 国 議 会 に
演 説！ ゼ レ ン ス
キー大統領はこの
オ ン ラ イ ン 演 説
で、ポーランドか

らの MiG-29 戦闘機の移送を許可するよう、ジョー・
バイデン氏への圧力を強化するよう下院・上院議員に
働きかけるとみられる。

下院議長のナンシー・ペロシと上院多数党指導者の
チャック・シューマーは、議員への共同書簡の中で次
のように述べている。

「議会、我が国、そして世界は、ロシアのいわれの
ない悪質かつ違法な戦争に直面しながら、並外れた勇
気、回復力、決意を示したウクライナの人々に畏敬の
念を抱いている」。

アメリカの著名な人たち、大統領をはじめとして下
院議長ナンシー ･ ペロシ、上院多数派の指導者チャッ
ク・シューマーなど議員達の中で、このウクライナの
大統領ゼレンスキーは、本当に素晴らしい人物だと褒
め称えられているのです。アメリカの著名人、偉い人
たちが、上のように評価しています。世界中の報道機
関が、悪玉はあくまでもロシア、ゼレンスキーをはじ
めとするウクライナは被害者であり善玉であると伝え
ています。

茶番劇

プ ー チ ン は
本当に悪人で、
ゼ レ ン ス キ ー
は 善 人 な の で
しょうか？

も ち ろ ん、
ウ ク ラ イ ナ の
故 郷 を 追 わ れ
た人たちを大変気の毒に思うし、愛する者を亡くした
人たちには深い痛みを覚えます。

しかし、ウクライナでは実際に何が起こっているの
か？ 

なぜ、このような紛争が起こっているのか？

この紛争の背後にある本当の理由は何なのか？

この幕の後ろを開けてみて、本当にそこに何がある
のか、聖書・証の書から見ていきたいと思います。

黒幕の正体 !

「それから、七つの鉢を持つ七人
の御使のひとりがきて、わたしに

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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語って言った、『さあ、きなさい。多くの水の上
にすわっている大淫婦に対するさばきを、見せ
よう。地の王たちはこの女と姦淫を行い、地に住
む人々はこの女の姦淫のぶどう酒に酔いしれて
いる。・・・あなたの見たかの女は、地の王たち
を支配する大いなる都のことである』」。黙示録
17:1, 2, 18

私たちの時代について述べた聖書の預言に、しっか
りと耳を傾けて頂きたいのです。この聖句が私達に、
何を語っているでしょうか？

この大淫婦、大いなるバビロンが、地の王たちと
結託して活動していることを描いています。黙示録
17:18 を見ると、「大いなるバビロンが、地の王たち
を支配している」 と書かれています。

ここで質問したいのですが、ロシアのプーチン、ま
たウクライナのゼレンスキー大統領、彼らは聖書で
言っている地の王たちと言えるでしょうか？

もちろん彼らはそれぞれの国の支配者です。そして、
その地の王たちを大いなるバビロンが支配していると
聖書は描いているのです。この地の王たちを支配する、
大いなるバビロンが誰であるかは、歴史から、また聖
書の記述からも明らかです。大いなるバビロンはロー
マ法王権であり、中世時代のプロテスタントの宗教改
革者たちも、そのことを臆せず述べていました。

今述べたことを、大争闘下巻 83 頁が支持しています。

大いなるバビロン !

「黙示録 17 章の女（バビロン）は、次のように
描写されている。『この女は紫と赤の衣をまとい、
金と宝石と真珠とで身を飾り、憎むべきものと…
汚れとで満ちている金の杯を手に持ち、その額に
は、一つの名が記されていた。それは奥義であっ
て、「大いなるバビロン、淫婦どもの母」という
のであった』『わたしは、この女が聖徒の血とイ
エスの証人の血に酔いしれているのを見た』と預
言者は言っている。バビロンは、さらに、『地の
王たちを支配する大いなる都のことである』と言
われている（黙 17：4 － 6、18）。

幾世紀にもわたって、キリスト教国の君主たちの
上に独裁的支配を維持した権力は、ローマである。
紫と赤、金と宝石と真珠は、華麗な王権にまさる
豪華さを誇ったローマ法王権を鮮やかに描写して
いる。また、キリストに従う者を残酷に迫害した
この教会ほど、『イエスの証人の血に酔いしれて

いる』ということが当てはまる権力はほかにない。
またバビロンは、『地の王たち』と非合法的関係
を結んだと非難されている。ユダヤの教会が淫婦
になったのは、主を離れ、異邦人と同盟を結んだ
ためであったが、ローマも同様に、俗権の支持を
求めて堕落し、同様の非難を受けている」。大争
闘下 83

黙示録 17 章から、バビロンが誰であるか、明らか
に知ることができます。聖書と証の書から、このバビ
ロンという権力が何者であるかを、疑いの余地がない
ほど、はっきり知ることができるのです。

ルターは、ローマを、イスラエルの民を故郷から追
放し、捕囚とした聖書のバビロンと同一視し、ローマ
教会とローマ法王教が教会を囚われの身にしていると
非難しています。ルターによれば、ローマ教皇は聖餐
制度とローマの神学を利用して、教会を囚われの身に
させていたのです。

ここまで学んだことを、少しまとめてみましょう。

ローマ ･ カトリック教会、ローマ法王教は、見えな
いところで、地の王たちすなわち世界中の国々の支配
者たちを支配しています。そして法王教には、法王教
のアジェンダ、計画・目的があって、ウクライナ紛争
をもくろんだのです。ローマ法王が、プーチンもゼレ
ンスキーもどちらに対しても、陰で糸を引いて彼らを
操っている…と聖書を根拠に言えるわけです。

その根拠・証拠を見ることができるでしょうか？

おやおや、これは

この二つの写真は、何を物語っていますか？

（左の写真）フランシスコ法王の白に対し、ゼレン
スキー大統領も夫人も二人とも、黒を身にまとってい
ます。

（右の写真）フランシスコ法王とロシアのプーチン

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について



19

大統領が対面している様子が写っています。プーチン
大統領も黒を身にまとっています。

興味深いのは、地の王たち、ここではゼレンスキー
やプーチンさらにその夫人も、黒を身にまとっている
点です。

これは私達に、何を物語っているのでしょうか？

プーチンやゼレンスキーに指揮権はある

のか？

黒魔術において、白という色は卓越した色であると
考えられている。白はすべての色から成っており、黒
は色の欠如であるとされているため、白は最も強力で、
黒は白に屈しなければならないと考えられている。 さ
らに、白は本来、霊的な地位を位置づけるものと考え
られている。イルミニストの中でも地位の高い人は白
を身につけ、地位の低い人は黒を身につける。 イルミ
ニストがローマ教皇に会う場合は、自らの階級の劣勢
つまり従属を意味するために、ほとんど黒を身につけ
ることになる。もし、教皇に会う人が違う色の服を着
ていたら、その人はイルミニストではないと考えて間
違いはないだろう。

先に進む前に、教皇の訪問者に関するこの白と黒の
象徴の、決定的に重要な一つの光景を再確認しておこ
う。 イルミニストの考え方では、教皇が白いドレス
を着るとき、彼はゾロアスターに追従している。ゾロ
アスターとは、白を身にまとった太陽神ルシファーの
こと ! したがってローマ教皇は、自身が神であり、他
のすべての人間よりも優れていることを全世界に宣言
しているのである。 ブッシュ大統領、クリントン大統
領、レーガン大統領、エリザベス女王、ネタニヤフ前
イスラエル首相が黒い服を着てローマ法王に謁見した
とき、彼らは皆、宗教的聖人としての教皇の優位性を
認めていたのである ! 彼らは、教皇が彼らの神である
ことも認めていたのだ！ 

私たちが黙示録 17 章で読んだことを、まさに物語っ
ているのです。

白と黒の関係をまとめると、ローマ法王は通常白を
身にまとっていて、彼に謁見する人たちは国々の偉い
人たちであっても黒を身に着ける。これは事実上、ロー
マ法王は自分が神であることを宣言しているのです。
国の元首たちが謁見する時、黒を着ているのは彼らが
法王の権威を認めそれに屈していて、法王が最高位に
ある神であるとさえ認めているという意思表示です。

この写真が物語っているのは、それぞれの国の元首
がウクライナの神・ロシアの神が法王であられ、そし

て、その法王が自分たちに指示を出してその通りに忠
実に動く、忠誠を誓っているということなのです。黙
示録 17 章の預言が私達に語っている通りのことであ
ります。

指揮権は教皇に !

指揮権はあくまで教皇に
あり、教皇がそれぞれの国
ロシアとウクライナのリー
ダーたちに戦争を起こすよ
うに指示を出したというこ
とです。

百年前の枢機卿の言葉に
耳を傾けてみましょう。

「米国政府が教会と戦争中だとしたら、なぜ我々は
明日にでも、『米国政府なんかどうなっても構うもの
か』と言い、教会と世界中の政府が戦争中だとしたら、

『世界中の政府なんかどうなっても構うものか』と言
うのだろう？ 教皇はなぜ、これほどまでに絶大な権力
を持つのか？それは、ローマ教皇が世界の支配者だかローマ教皇が世界の支配者だか
ららである。世界のすべての皇帝、すべての王、すべて
の王子、すべての大統領は、ミサの時私に仕える侍者
のようなものなのである」（フェラン司祭、ウェスタン・
ウォッチマン、1912 年 6 月 27 日）。

100 年以上前の神父が述べた言葉です。ミサで仕
える侍者のようなものと言われた世界の指導者たちに
は、プーチン、ゼレンスキー、バイデン等も含まれる
のでしょうか？ もちろん含まれます !  これで、第一
のパズルのピースがはまったことになります！

本当に今の声明は驚くべきものだと思います。なぜ
なら世界中が報道している情報によれば、ローマ法王
自身は、ウクライナ紛争に本当に心を痛めていると述
べているからです。あたかも全く無関係のように振る
舞っています。

しかし実は、聖書からも様々な状況証拠からも、ウ
クライナ紛争にローマ法王教が深く関わっているにも
かかわらず、その事実がなぜメディアで報道されない
のでしょうか？

なぜならローマ法王教は、中世時代とは全く体質が
変わったという風に装っているからです。しかし、そ
の実は全く当時と変わっていない、本当に血なまぐさ
い性質を帯びた宗教団体なのです。

このローマ法王権について、聖
書はさらに何と述べているでしょう

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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か？

平和の使者が戦争を？？

「また、おまえの中では、あかりもともされず、
花婿、花嫁の声も聞かれない。というのは、おま
えの商人たちは地上で勢力を張る者となり、すべ
ての国民はおまえのまじないでだまされ、また、
預言者や聖徒の血、さらに、地上で殺されたす
べての者の血が、この都で流されたからである」。
黙示録 18:23,24

ローマ法王教は、その性質上、神に仕える人たち、
聖徒たち、神の業を行う人たち、更に神の言葉を語る
人たち、預言者たちを殺し、さらに幾千幾百万という
神に仕える人たちの血を流してきたと聖書に書かれて
います。実は、地球上の戦争、内戦・世界大戦・ベト
ナム戦争を含む、あらゆる紛争・戦争を裏で糸を引い
ている張本人は法王教であると聖書の預言が述べてい
るのです。ウクライナで起こっている現在の紛争に関
しても、ローマ法王教がその張本人であると言えるわ
けです。

そういったことを何故、テレビや新聞・ラジオなど
のメディアは、私たちに伝えないのでしょうか？

昨日も言ったように、バチカンがあらゆる報道機関
メディアを操っているからです。次のように書かれて
います。

まさに吸血鬼

エドマンド・パリスの古典 「ヨーロッパに対するバ
チカン」には、「ローマ教皇はオーストリアのセルビ
アに対する過酷な扱いを容認している。ドイツと戦争
になった場合のロシアとフランスの軍隊については、
あまり良い評価をしていない。枢機卿は、オーストリ

アが今、戦争を起こす決断をしないのであれば、いつ
戦争を起こせるかはわからない」と書かれている。そ
こには、真の真の意味で、平和の優しい使徒であるキリス
トの代理者、敬虔な作家たちが戦争の勃発を見て悲嘆
に暮れたと表現する聖なる教皇の姿教皇の姿があるのだ。- エド

マンド ・ パリス The Vatican against Europe, The Wickliffe Press, 

p.14. 

この声明は、第一次世界大戦がローマ法王教の差し
金によって勃発したことを明確に述べているのです。
自らの差し金で戦争を起こしておきながら、メディア
ではこの戦争に対しひどく心を痛めているという態度
で世界中に伝えられていくのは、とんでもない話です。

「1914 年、ローマ・カトリック教会が一連の地獄の
ような戦争を始めたとはっきり言うことができる。そ
のとき、彼女が常に人民から奪ってきた血の貢ぎ物が、
真の激流に膨れ上がり始めたのである。」 – 同上 p.48.

第一次世界大戦のことを述べていますが、この原則
は現在にも当てはまります！！  ローマは自らの目的ローマは自らの目的
のために戦争を起こすのために戦争を起こすのです！ 

そして、これから何の目的でウクライナ戦争が起こ
されたかを見ていきたいと思います。

よくもぬけぬけと

ウクライナ紛争が始まった時に、ローマのフランシ
スコ法王が述べた言葉です。

法王フランシスコは、「ウクライナ情勢の悪化によ
り、私は心に大きな痛みを感じています」と述べ、党
派的な利益によって平和が脅かされているため、世界
中の多くの人々と同様に苦悩し心配していることを付
け加えた。 

また、「国家間の共存を不安定にし、国際法を信用
しない」行為を非難した。

この写真のような形で、法王教は働きかけていきま
す。

見かけ上は、私達
に本当に好意的に花
束までくれて愛情に
満ちているように自
ら を 見 せ か け ま す。
しかし、よく見ると、
花束を女性に差し向
けていながら、後ろ
の方には刃物を隠し

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について
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持っています。聖書は、ローマ法王教の真の正体を、
私たちに暴露してくれているのです。実はローマ法王
教は、本当にはっきりした理由をもって、世界中の人々
に刃物を向けて、私たちを害しようとしているのです。

今年勃発したウクライナ紛争によって、ローマ法王
教は、何を成し遂げようとしているのでしょうか？

数か月前、ウクライナ紛争が始まる直前の時のこと
を思い起していただきたいのです。今年１月から２月
にかけて、特にアメリカではコロナ騒動が収まりかけ
ていました。そしてコロナ騒動が収まりかけた丁度の
タイミングで、ウクライナ紛争が勃発したのです。

もしかしたら こういうことではないでしょうか…。
このパンデミックを通じて、ある程度の目的は成し遂
げたけれども、すべては成し遂げられなかったので、
それを補うために戦争が起こされたのではないか…と
考えることはできないでしょうか？ そういう筋書でウ
クライナ紛争が始まったとは言えないでしょうか？

新型コロナ

新型コロナは次のものの攻撃に非常に有効でした。

1. 市民としての自由

2. 宗教の自由

3. 働く権利、学校に通う権利

  そしてもう一つ、ローマには、このパンデミック
を通して成し遂げたかった目的があったのですが、そ
れはグレートリセットグレートリセットというものでした。

まず経済を壊し、すべての人を貧富の差がないよう
に平等にして、ローマ法王教の奴隷となるように仕向
けるといったもくろみがあったのです。法王教は、権
力をすべて手中に収めるには、お金 ･ 富といった経済

を牛耳ることが最善の方法であることを重々承知して
いるわけです。「金を持っている者がルールを作る権
限がある」 といった黄金律を、彼らはよく心得ている
のです。

グレートリセットグレートリセットはクラウス ･ シュワブの言葉で、
パンデミックを契機として世界経済全体のリセット
を、世界に呼び掛けました。世界経済とパンデミック
を、どのようにつなげたかに注目していただきたいの
です。

怪物のねらい

「2020 年の世界的な新型コロナロックダウンとそ
れによる経済混乱の中、これまで目立たなかったスイ
スの世界経済フォーラムの創設者クラウス・シュワブ
が、パンデミックを契機として世界経済全体のグレー
ト・リセットと呼ぶものを世界に呼びかけ登場した。
2020 年 7 月には、その青写真をまとめた本まで出版
している。まさに、グローバルなトップダウン中央計
画によるテクノクラート社会と呼ばれている。シュワ
ブ氏は、地球温暖化への懸念や世界の貧困層の窮状を
利用して、ダボス会議のウェブサイトにあるように、
実質的には誰も何も所有しないグローバルな全体主義
を目指す計画を正当化しているのだ。

あまり知られていないのは、シュワブ氏のディス
トピア計画のインスピレーションが、1970 年代にブ
ラジルで出会ったカトリックの司教から得られている
という事実である。その司教は、シュワブの広大なグ
ローバリストのネットワークと、現在のローマ法王フ
ランシスコの強力な政治的影響力を結びつけている」。 
（F ・ ウィリアム ・ エングダール ニュー ・ イースタン ・ アウトルッ

ク 2021 年 12 月 24 日 ( 金 ) ）

黙示録 13 章にあるような獣の刻
印を受けていない者は誰も売り買い

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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ができなくなるような未来を、まさにシュワブという
人は描いていると言えるでしょう。

みんなが平等！ 政府の押し付け

ロックダウンは経済を潰し、全産業を国有化する方
向に持っていき、中小企業を一掃するためのものでし
た。…2020 年 10 月、ローマ法王は、回勅『フラテッ
リ・トゥッティ』を発布し、私有財産を潰しにかかり
ました。

そして、「神からの賜物であるビジネス手腕は、常
に他者の発展や貧困の解消に明確に向けられるべきで
ある…」と書きました。彼は、「私有財産の権利には、
常に、地球の財産の普遍的な目的への従属が伴い、し
たがって、それらの使用に対するすべての人の権利も
同様である」と宣言しました。

フランシスコ法王が崇敬している人物の一人は誰か
…ご存知ですか？

彼が本当に崇敬しているアイドルとも言える人物は
トーマス ･ モアで、16 世紀のイギリスの政治家でした。

フランシスコ法王は、このトーマス ･ モアを本当に
日常的に褒めたたえているのです。トーマス ･ モアと
いう人は、「ユートピア」という本を書きました。そ
の本の中にトーマス ･ モアは、世界をいかに最善の方
向に持っていくことができるかについて、彼の構想を
書き記しています。トーマス ･ モアはユートピアとい
う本の中で、中央集権政治のもと世界中すべての人を
奴隷化すべきであるという構想を描いているのです。
トーマス ･ モアによると、「世界中に指示を出す最高世界中に指示を出す最高
権力者が、ローマ法王であるべきだ権力者が、ローマ法王であるべきだ」と言うのです。

これがまさにフランシスコ法王の計画であり、自ら
が世界の頂点、最高支配者にのし上がることなのです。

パンデミックを通して、フランシスコ法王は、世界
中の人々の基本的な人権・自由をはく奪することに成
功しました。ただし、まだ成し遂げていないことがあ
り、それが世界経済の完全掌握であります。そこまで
はまだ成し遂げていません。

油に勝るやり口はない !

世界経済を攻撃するのに、ガソリン価格を上げる以
上の方法があるでしょうか？  ガソリン価格が上がれ
ば、他のすべての物の価格が上昇します。すべての人
を支配するのに、これ以上の方法があるでしょうか？  
このためにウクライナ紛争が利用され、その背後には
ローマがいるのです。

「肉桂（シナモン）、香料、香（軟膏）、におい油、
乳香、ぶどう酒、（オリブ）油、麦粉、麦、牛、羊、
馬、車、奴隷、そして人身などである。おまえの
心の喜びであったくだものはなくなり、あらゆる
はでな、はなやかな物はおまえから消え去った。
それらのものはもはや見られない。これらの品々
を売って、彼女から富を得た商人は、彼女の苦し
みに恐れをいだいて遠くに立ち、泣き悲しんで言
う」。黙示録 18: 13-15

では、ウクライナ紛争を通して、フランシスコ教
皇は何を成し遂げようと、もくろんでいるのでしょう
か？

この戦争を引き起
こし、世界経済をガ
ソリンの値段・原油
価格を含めインフレ
状 態 に 持 っ て い き、
混乱を引き起こして
います。世界中でイ
ン フ レ が 起 こ っ て、
人々は日常的な物を
買うのに、これまで以上の負担を強いられています。
新型コロナパンデミックを通じて成し遂げることがで
きなかった部分を、このウクライナ紛争を通して成し
遂げようと、ローマ教皇はもくろんでいるのです。獣
の刻印を受け獣の像を拝んでいる者以外は誰も経済的
に売り買いができなくなるような社会を作り上げよう
と、ローマ法王はもくろんでいるのです。

あらためて皆さんと共に、私たちにはより確実な
預言の言葉が神から与えられていることを感謝したい
と思います。ローマ法王教が今日、水面下で何を行っ
ているかを正確に私たちに知らせてくれる預言の言葉
があるのです。新型コロナパンデミックとウクライナ
紛争を通して、まさに黙示録 13 章に描かれている未
来を構築しようと彼らはもくろんでいるのです。こう
いった中にあって、私達に確実な預言の言葉が与えら
れていることを改めて感謝したいと思います。この本
当に狂ってしまった世の中にあって、より頼むべきみ
言葉が与えられていることを感謝しつつ、そのみ言葉
に絶えず依存する生き方を、私たちはしなくてはなら
ないのです。

主が勝利を収められる

「それから、その獣の像に息を吹き込んで、その
獣の像が物を言うことさえできるようにし、また、
その獣の像を拝まない者をみな殺させた。また、

｜コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について
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小さき者にも、大いなる者にも、富める者にも、
貧しき者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての
人々に、その右の手あるいは額に刻印を押させ、
この刻印のない者はみな、物を買うことも売るこ
ともできないようにした。この刻印は、その獣の
名、または、その名の数字のことである」。黙示
録 13:15-17

「この後、わたしは、もうひとりの御使が、大い
なる権威を持って、天から降りて来るのを見た。
地は彼の栄光によって明るくされた」。黙示録
18:1

お祈りしたいと思います。

天のお父様、私達により確実な預言の言葉が与えら
れていることを感謝いたします。

私達が依存できる唯一の声が、私達に与えられてい
ることを感謝いたします。

その預言のみ言葉が暗闇に輝く灯火として、なおも
光り輝いていることを感謝いたします。

暗闇にいる世の人たちが真理と喜びを見出すための
手助けができるように、どうぞ私たち一人ひとりを用
いてください。

あなたの計り知れない愛を感謝いたします。イエス
様の御名を通してお祈りいたします、アァメン。

おわりに

金城：ビル先生、本当にありがとうございました。

ビル先生が早朝３時から私たちのために奉仕してくだ
さったことを、本当に感謝したいと思います。

学びの中でビル先生は、世の声ではなくて神の声を
聞くようにと強調なさいました。世の混乱させる声で
はなく、神のみ言葉と証の書の観点から諸事件をひも
解くことを強調してくださいました。世の中の人の考
え方とは別の聖書的な預言の霊から見た見方があると
思います。神の民として本当に目覚める時だと知らせ
てくださって感謝します。

「あらしが迫って来るとき、第三天使の使命を信
じると公言していながら、真理に従うことによっ
て清められていなかった多くの者が、その信仰を
棄てて反対の側に加わる。彼らは、世俗と結合し、
その精神を抱くことによって、ほとんど同じ見方
で物事を見るようになっている。そして、試練が
来ると、彼らはすぐに、安易で一般うけのする側
を選ぶのである。かつては真理を喜んだところの、
才能ある雄弁な人々は、その力を用いて他の人々
を欺き迷わす。彼らは、以前の兄弟たちにとって、
最も苦い敵となる」。大争闘下 378

私たちの教会の多くの者がふるわれて、反対の側
に加わり最も苦い敵になる、世の中の人と同じ考えに
なっていく人たちは、ふるわれてしまうということで
すから、正しい見方をしていきたいと思います。今、
私たちがどんなに厳粛な時代に住んでいるか、再び知
らされました。願わくば、私たちもこの欺瞞から脱却
して、世の人と同じ考え方に流されないように助けを
祈っています。ありがとうございました。

コロナウィルスの欺瞞とウクライナ紛争について｜
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金城重博金城重博

天国行きに必要なもう一つ
の手続き－罪の除去

一般に神も信じない人たちが、死んだら天国に
行くということをよく言葉に出します。天国の存
在も信じていないのに、よくそんなことが言えま
すね。「〇〇さん、天国から私たちを見守っていて
ください」と。

一般に、キリスト教会も、死んだら天国に行く
と教えています。

聖書は、死んだら信者はすぐ天国に召されるこ
とはないと教えています。死は一時の休み、眠り
であり、無意識の状態にあると教えています。( 伝
道 の 書、9：5、6; 詩 篇 13：3、 ヨ ブ 14:10-12)。
死んですぐ天国に行くのではない—死ねば、すぐ
義人は天に行き、悪人は罰せられるというような
ことは、聖書のどこにも書いてありません。

天国に移される前にもう一つの経なければなら
ない行程があります。それは何でしょう？

それは天国に移される前に罪が完全に除去され
ていなければならないということです。

何年か前にロサンゼルスに行くためにパスポー
トを準備し、成田空港に行きました。家内と友人
の 3 人でした。私たちはチェックインもすべて済
ませて待合室で待っていました。出発時間が近づ
くと館内放送があるはずですが、聞こえてこない
のです。時計を見るともう時間を過ぎているので、
おかしいと思い、近くの人に聞いてみると出国手
続きを済ませましたかと言われ、その指さしてい
るところに行ってみると、出国手続きと書いてあ
る看板のようなものがありました。急いで私たち 3
人は下におりました。するとそこは長い行列でし
た。並んでいたら間に合いそうにありません。聞
いたらロサンゼルス行きではありませんというで
はありませんか。行列の真っ先に行かせてもらっ
て手続きをしたら、客室乗務員の方が手を振りな
がら「ロサンゼルス行きの 3 人の方はいませんか」
と大声でこちらに向かって叫んできました。「はー

い」と手を挙げて、「急いでください」と案内に従っ
てふうふう走ってついて行きました。私たちのた
めに 15 分も待っていてくれました。飛行機に乗る
ためには「出国手続き」というもう一つの手続き
が必要であったのです。館内放送があったのかも
しれません。待合室には大勢の人がいたので聞き
逃したのでしょう。

この経験によって、我々は、現代の真理、天国
に移されるにはもう一つの手続き、すなわち「罪
の除去」が必要であることを身をもって教えられ
ました。

この地球から天国に行っている人がい

るでしょうか？いますね！たとえば、

①死を経験しないで天に移された人々について：

▲エノク：

「信仰によって、エノクは、『死を見ないよう
に天に移された。…彼が移される前に、神に
喜ばれた者と、あかしされていたからである』
( ヘブル 11：5)。罪悪のために破滅にひんし
た世界の真っ只中で、エノクは神と密接に交
わる生活を送っていたので、死の力は、彼を
屈服することができなかった。この預言者の
清い品性は、キリスト再臨の時に、『地からあ
がなわれ』る人々が到達しなければならない
清い状態をあらわしている ( 黙示録 14:3)。…

エノクは、このような歩み方のゆえに名誉を
与えられた。彼は死を見ないで天国に移され
た。最終時代において天に移される人々は、
地上で神と親密に交わる人々である。キリス
トにあって神と共にある者は、全ての日常生
活においてキリストを表わす者となるであろ
う。利己心は、根元から切り取られるであろ
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う（MS38,1897 年）｣。スタディーバイブル旧
14 創世記 5：24 の注解

▲エリヤ：

エリヤは、キリストの再臨の時に地上に生きて
いて、死を味わうことなく「終りのラッパの響き
と共に、またたく間に、一瞬にして変えられ」る
聖徒の典型であります ( Ⅰコリント 15：51、52)。

｢死を経験しないで天に移されたエリヤは、キ
リストの再臨のときに不死のからだに変わっ
て、死を経験しないで天へ移される人々を代
表していた｣。初代文集 283

②死んで復活して天に移された人々につい
て (今天にいる )：

▲モーセ：

モーセは死んですぐ復活させられて天に移
された。
｢モーセは、キリストの再臨の時に死から甦え
らされる人々を代表してそこに立ち会った｣。
初代文集 283

▲イエスと一緒に復活した人々：

「また墓が開け、眠っている多くの聖徒たちの
死体が生き返った。そしてイエスの復活のの
ち、墓から出てきて、聖なる都にはいり、多
くの人に現れた」。マタイ 27:52、53

「彼は高いところに上った時、とりこを捕えて
引き行き、人々に賜物を分け与えた」。エペソ
４：８

※スタディーバイブル新の注解：

復活が祭司と役人たちに知らされる―イエス
の復活の時に墓からよみがえらされたとりこ
にされていた人たちは、支配なさる君イエス
の戦勝記念品であった。こうして彼は、死と
墓に対する勝利を立証なさった。こうして彼
は、すべての死せる義人の復活についての保
証としるしをお与えになった。墓から召し出
された人たちは都に入り、復活させられたま

まの姿で多くの人々に現われ、確かにイエス
は死から蘇られ、彼らも彼と共に蘇ったのだ
と証した…。

イエスの復活のときに、死から蘇った人たち
がいたことを、祭司や役人たちはよく知って
いた。これらの蘇らされた人たちを目撃し、
彼らと話をし、「祭司や役人たちが殺した命の
君イエスは、死から蘇られた」との証を聞い
た様々な人たちから、信憑性のある報告が持
ち込まれた（3SP223）。

黙示録 5：9 では、24 人の長老たちと言われて
います。彼らは地から贖われた人々です。

日本語では、「あらゆる部族、国語、民族、国民
の中から人々をあがない」とありますが、

欽定訳では、｢我々をあがない｣ となっています。

初代文集 312 によると、

「イエスが、死と陰府に勝利したお方としてよ
みがえられたとき、キリストの召しに従った
者として死んだ多くの義人が、キリストのよ
みがえりの証人として姿を現した。これらの
恵まれた、よみがえった聖徒たちは、栄化さ
れた姿で現れた。彼らは、創造の時からキリ
ストの時代までにいたる、各時代のえらばれ
た聖徒たちだった。…

イエスのよみがえりにつづいて出てきた人た
ちは、多くの人々に現れて、人類のために犠
牲のささげ物が完成されたことと、ユダヤ人
が十字架につけたイエスが死からよみがえら
れたことを告げた。そして、そのことばの証
拠として、『われわれは彼と共によみがえった
者である』と宣言した。彼らは、自分たちが
墓から呼び出されたのは、イエスの大いなる
力によるものだと証言した。偽りの知らせが
言いふらされたにもかかわらず、キリストの
よみがえりは、サタンも悪天使たちも祭司長
らもかくすことができなかった。なぜなら墓
からよみがえったこの聖徒の一団が、不思議
なうれしい知らせをひろめ、イエスもまた悲
嘆にくれた失意の弟子たちに現れて、彼らの
心配を払いのけ、その心によろこびを満たさ
れたからである」。

●ヘブル 9：27 と矛盾するのではないかとある
人は言うかもしれません。なぜなら、「すべての人
は一度死ぬことが定まって、その後さばかれるこ
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とが定まっている」と書いているからです。

ヘブル 9：27 によると、すべての人は、死んで後、
裁きという行程を通らなければならないことが分
かります。天国にいる、エノク、エリヤ、死んで
復活したモーセ、イエスと一緒に復活した人たち
はいつ裁かれて罪がなくなったのでしょうか？い
つ罪が除去されたのでしょうか？罪があっては天
国に住めないはずです。

彼らは、復活ということがあるという事実のサ
ンプルです。生きて主を迎える人々、死んで復活
して主を迎える人々のタイプです。

では天国に移される前に調査審判が

あるとすれば、何がなされるので

しょうか？

「神は、義をもってこの世界をさばくためその日
を定め」とパウロは言っています（使徒 17:31）。我々
は、キリストが再臨なさる前に、調査審判がある
ことを知っています。それは 1844 年 10 月 22 日
から始まりました。イエスがその日から天の聖所
から至聖所に移って、最後の贖い＝罪の除去をな
さり、それが終了すると再臨なさるのです。

「調査審判と罪をぬぐい去る働きは、主の再臨
の前に完了しなければならない。死者は、書物
に記録されたことによって裁かれるのであるか
ら、彼らが調査されるその審判が終わるまでは、
彼らの罪はぬぐい去られることはできない」。
大争闘下 217

留意していただきたいことは、「調査審判
0 0 0 0

と罪を
0 0

ぬぐい去る働き
0 0 0 0 0 0 0

」です。この働きが「二千三百日
の終わる１８４４年に、調査と罪の除去の働きが始
まった」ことはセブンスデー・アドベンチストはよ
く知っています。ただ、我々は先駆者たちのように、
このことについてあまり言わなくなってきたのでは
ないでしょうか。「調査審判」という言葉に違和感
を感じる人は少なくはないと思います。しかし、黙
示録１４：６によると「永遠の福音

0 0 0 0 0

」と言われてい
ます。調査審判を説いて、最後の贖い、すなわち完
全にして永久的な罪の除去が説かれていないのでは
ないでしょうか。私が言っているのは天の罪の記録
から除去されることだけではありません。信者の心
の宮から罪が除去されて再び思い出さないほど、罪
を完全に処理なさるという神のご配慮はまさに永遠
の福音であると知ると私は心が躍ります !!　それは

「信仰による義認」の完成です ( 大争闘下 216)。「聖
潔の完成」です ( 大争闘下 221)。

では、いつ、罪は除去されるのでしょ

うか？再臨の時？再臨の前？

この問題は、何回も書き、説いてきましたが、
どうもサタンはこの真理を信者が理解しないよう
に強く働いているように思えてなりません（大争
闘下 221 参照）。

罪許されても、また知っている罪にすべて勝利
しても罪はまだ残っている事実は、ルターもウエ
スレーもエレン・ホワイトも言っています。

再臨の時に罪は完全に除去されるのでしょうか。
否、否 !!　再臨の時には我々の卑しい体が不死の体
に変えられるのです。

｢キリストがおいでになるとき、我々の品性
は変えられない。これらの汚れた肉体は変え
られ、キリストの輝かしいお体のように形
作られるであろう。しかし、その時、我々の
内に道徳的変化はおこらないのである」。RH　
1888,8/7

｢キリストがおいでになる時、我々の卑しい体
は変えられ、彼の輝かしい体のようにされる。
しかし、その卑しい品性は、その時、清くさ
れることはない。品性の改変は、彼がおいで
になる前に起こるのである。我々の性質は純
潔で清くなければならない。我々の魂にご自
分のみ像が反映されるのを主が喜びをもって
ごらんになるために、我々はキリストの心を
持たなければならない｣。OHC278

では、いつ罪は完全に我々の心から

除去されるのでしょうか？

「調査審判と罪をぬぐい去る働きは、主の再臨
0 0 0 0

の前に完了しなければならない
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

」。大争闘下
217

では、再臨前の恩恵期間が終了して「大いなる
悩み時」( ダニ 12: １) の期間に罪が除去されるで
しょうか。エレン .G. ホワイトは何と言っているで
しょうか？

｢今、われわれの大祭司がわれわれのために贖
いをしておられる間に、われわれは、キリス
トにあって完全になることを求めなければな
らない。救い主は、その思いにおいてさえ、
誘惑の力に屈服されなかった。サタンは、人々
の心の中に、なんらかの足場を見つける。心
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の中に罪の欲望があると、サタンはそれを用
いて誘惑の力を表わす。しかし、キリストは
ご自身について、『この世の君が来る･･･。だが、
彼はわたしに対して、なんの力もない』」と宣
言された ( ヨハネ１４: ３０)。サタンは、神
の子の中に、彼に勝利を得させるなんのすき
も見つけることができなかった。神のみ子は、
天父の戒めを守られた。そして、サタンが自
分に有利に活用することのできる罪が、彼 ( イ
エス ) の中にはなかった。これが、悩みの時
を耐えぬく人々のうちになければならない状
態なのである」。大争闘下 397

キリストに罪がなかったような「罪なき完全な
品性」は、「多くの者が持とうとしない」経験とい
うのです。

神の言葉は明瞭ではないでしょうか？大祭司イ
エスが至聖所におられる間に罪が除去される !! そ
の前の段落を見てみましょう：

「かつてなかったほどの悩みの時が、まもなく
われわれの前に展開する。それだからわれわ
れには、一つの経験―今われわれが持ってお

0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

らず、また多くの者が怠けて持とうとしない
0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経験―が必要なのである
0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

」。大争闘下 396

もう一つの経験：

この罪の除去、罪を思い出すことができない経
験は、「今われわれが持っていない」経験だと言わ
れています。罪の赦し、罪に勝利する日毎の経験は、
過去の聖徒たちはもっていました！宗教改革者た
ちも持っていました！再臨信徒の初期の聖徒たち
も持っていました。

初代 393 に主の僕は、1840 年代の再臨信徒の
ことについて次のように述べています：

｢聖徒たちは、至るところで、厳粛で熱烈な祈
りの精神を感じた。聖なる厳粛さが彼らの上
に宿った。天使たちは、深い関心をもってメッ
セージの結果を見守り、それを受け入れた人々
を高尚にし、この世のものから彼らを引き離
して、救いの泉から豊かな供給を得るように
と導いていた。その時、神の民は、神に受け
入れられた。彼らの中には、イエスのお姿が
反映されていたので、イエスは、喜びをもっ
て彼らをごらんになった。彼らは、完全な犠完全な犠
牲と全的献身をしており、不死の姿に変えら牲と全的献身をしており、不死の姿に変えら

れることを期待していたれることを期待していた」。初代文集 393

彼らは聖霊が示す罪を徹底的に悔い改め捨てて、
完全な犠牲と全的献身をして、イエスはご自分の
お姿が反映されていたのをお喜びになったと言わ
れています。彼らは聖所の経験を十分にしていま
した。彼らは主に会う準備ができていたのでしょ
うか？大争闘下 140 にその答えが書かれています：

　｢しかし、人々は、まだ主に会う準備ができ
ていなかった。まだ、彼らのためになされね
ばならぬ準備の働きがあった。彼らは、まず
光を受けて、天にある神の宮に心を向けねば
ならなかった。そして彼らが、そこで奉仕し
ておられる彼らの大祭司に、信仰によって従っ
ていくときに、新しい義務が示されるのであっ
た。もう一つの警告と教えの使命が、教会に
与えられるのであった｣。大争闘下 140

今日も罪に勝利している人たちがいることは確
かです。

ルターやウエスレーたちも、彼女自身も持って
いなかった経験について、預言者ホワイトは何回
も述べています。重要だから何回も言っているの
です。執拗に私も読者に強調します。

そのもう一つの準備の働きとは何でしょうか？

「『その来る日には、だれが耐え得よう。そのあ
らわれる時には、だれが立ち得よう。彼は金を
ふきわける者の火のようであり、布さらしの灰
汁のようである。彼は銀をふきわけて清める者
のように座して、レビの子孫を清め、金銀のよ
うに彼らを清める。そして彼らは義をもって、
ささげ物を主にささげる』（マラキ 3:2,3）。

天の聖所におけるキリストのとりなしがやむと
き地上に住んでいる人々は、聖なる神の前で、
仲保者なしに立たなければならない。彼らの着
物は汚れがなく、彼らの品性は、血をそそがれ
て罪から清まっていなければならない。キリス
トの恵みと、彼ら自身の熱心な努力とによって、
彼らは悪との戦いの勝利者とならなければなら
ない。天で調査審判が行なわれ、悔い改めた罪
人の罪が聖所から除かれているその間に、地上
の神の民の間では、清めの特別な働き、すなわ
ち罪の除去が行なわれなければならない。この
働きは、黙示録 14 章の使命の中にさらに明瞭
に示されている。

この働きが成し遂げられると、キリストの弟
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子たちは、主の再臨を迎える準備ができるの
である。『その時ユダとエルサレムとのささげ
物は、昔の日のように、また先の年のように
主に喜ばれる』（マラキ３:4）。その時、主が再
臨されてご自分のもとに受け入れられる教会
は、『しみも、しわも、そのたぐいのものがいっ
さいなく、･･･ 栄光の姿の教会』である（エペ
ソ 5:27）。また、その教会は、『しののめのよ
うに見え、月のように美しく、太陽のように
輝き、恐るべき事、旗を立てた軍勢のような者』
である（雅歌 6:10）」。大争闘下 140,141

「彼らは、自分たちが無価値なことを深く感じ
てはいるが、告白すべき罪を隠してはいない。
彼らの罪は、前もってさばかれて、消し去ら

0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

れている。彼らは、罪を思い出すことができ
0 0 0 00 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ない
0 0

」。大争闘下 393

「〔悩みの時に〕義人たちは、救出を求める熱
烈な苦悶の叫びをやめないであろう。彼らは
いかなる特定の罪も思い出すことはできない
が、全生涯を振り返って、ほとんど良いとこ
ろを見ることができない。彼らの罪は前もっ

0 0 0 0 0 0 0 0

て裁かれ、赦しが書き記されている。彼らの
0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0

罪は忘却のかなたへと運び去られ、それらを
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

思い出すことができなかった
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

」。3SG135( 健
忘症ではない )

「…彼らは自己の無価値なことを深く認めるけ
れども、告白すべき悪を隠していない。彼ら

0 0

の罪は、キリストの贖罪の血によってぬぐい
0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

去られていて、彼らはそれを思い出す
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ことができない
0 0 0 0 0 0 0

のである」。あけぼの
上 220

「…〔最後の贖いにおいて―英文〕真
に悔い改めた者の罪が、ついに贖われ
て、天の記録から消されて、もはや思

0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0

い出すことも心に浮かぶこともなくな
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

る
0

…」。あけぼの上 422

この罪の除去の経験を預言者たちは次
のようにも表現しています：

ダニエルは、「聖所の清め」、モーセは
「もろもろの罪からの清め、あがない」、
ヨエルは「後の雨」、ペテロは、「罪の除
去－慰めの時」、マタイ、ヨハネは「婚姻」
( マタイ 25 章、黙示録 19：7)( 神性と人
性の結合－実物 287)、黙示録記者は「生
ける神の印」。

これは死なないで生きて主を迎える再臨待望者
の経験のことを言っています。仲保者なしで悩みの
時を通過する人々のことを言っています。興味深い
ことに「生ける神の印生ける神の印」のことを、エレン .G. ホワ
イトは、「全能者の覆い」と言っています。

｢今や、サタンはこの印する働きのときに当た
り、あらゆる手段を用いて神の民の心を現代
の真理から引き離し、彼らを迷わせようとし
ている。わたしは、神が悩みのときに神の民
を守るために、彼らの上にかけておられる覆覆
いいを見た。そして、真理の側に立つ心の清い
者は、全能の神の覆いに隠されるのであった隠されるのであった。
…サタンはちょうどこの印する働きのときに
おいて、このような方法で、神の民の心を反
らし、欺き、神から引き離そうとしているの
をわたしは見た。ある人々は現代の真理に堅
く立っていないのをわたしは見た。彼らは真
理にしっかりと立っていなかったので、彼の
ひざは震え、彼らの足は滑べっていた。そして、
彼らがこのように震えている間は、全能の神
の覆いが彼らにかけられなかったのである。

サタンは印する働きが終わり、神の民の上に
覆い覆いがかけられるまで、彼らをそのままの状
態にしておき、最後の七つの災いが下るとき
に、神の燃える怒りを彼らが避けることがで
きないようにさせようと、あらゆる策を弄し
ていた。神はこの覆い覆いを神の民の上にかけ始
められた。そしてそれは、ほふられる日に避

0

け所（shelter）
0 00 0 0 000000

が与えられるすべての者の上
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に間もなくかけられる。神は神の民のために
力強く働かれる。そしてサタンも働くことが
許されるのである」。初代文集 107-109

●避難所、シェルター（英 :shelter）について説
明します。

｢戦時において想定される核攻撃や自然災害など
に対して身を守る『防災核シェルター』の設置が
日本は世界の中でも遅れているという。…

『核シェルター普及協会』によると、各国別のシェ
ルター普及率は、スイスやイスラエル（１００％）、
ノルウェー（９８％）、米国（８２％）、ロシア

（７８％）、英国（６７％）などに対し、日本は０．
０２％。深月氏が『なぜ、日本の政治家はシェルター
普及に積極的でないのか』と問題提起したことを
受け、石破氏は歴史をさかのぼり、第二次世界大
戦中に民間人の命が多数奪われた空襲を例に説明
した。…防衛費を２倍、３倍にしようが、市民が
死んでしまっては、その国はもたないです。そう
いう議論をしていかなければ、この国は終わる…
と私は思う」。https://news.yahoo.co.jp/articles/92992a5

0cdc80e474139c9667d9f681da19588fd

外国では核兵器やミサイルから逃れるために
シェルターがよく作られているようです。

今日、恐ろしい戦いの武器がどんどん作られて
います。日本は、北朝鮮のミサイルに脅かされて
います。これからも国々は様々な兵器の競争に向
かうでしょう。

「四人の力強い天使たちが、神のしもべたちの
額に印が押されるまで、地の力を引き留めて
いた。世界の諸国は戦いに熱心であるが、天
使たちに抑制されている。この抑制力が取り
除かれると、悩みと苦しみの時が来る。恐ろ
しい戦いの武器が発明される。生き物を積ん
だ大きな船が深海に葬られる。真理の霊を持っ
ていない者はみな悪魔的勢力の指導の下で一

体となる」。最終時代の諸事件 143

※サタンは千年期が終わった後に、熟練した技
術者たちを招集して兵器の政策に取り掛かると大
争闘下 449 に書かれています。興味深いので読ん
でください。

感謝しましょう。「かつてないほどの大いなる悩
み」の間、全能の神の覆い＝生ける神の印、シェ
ルターが与えられ、神の民は守られる約束があり
ます。詩篇 91 篇。どんな現代兵器、レザー光線、
ミサイルも全能の神の覆いを突き通すことはでき
ません。

｢わたしは、多くの人々が、必要な準備をお
ろそかにしていながら、主の日に立ち得て神
のみ前に生きるにふさわしいものとなるため
に、『慰めの時』と『春の雨』( 後の雨 ) とを
待っているのを見た。ああ、わたしは、なん
と多くの人々が多くの人々が、悩みの時に、避け所がない
のを見たことだろう。彼らは必要な準備を怠っ
た。だから、彼らは、聖なる神の前に生きる
のに適したものと彼らをするためにすべての
者が持たなければならない慰めを、受けるこ
とができなかった。預言者に切り刻まれるこ
とを拒み、すべての真理に従って、、魂を清め
ることをしない者、そして、自分たちは、実
際よりは、はるかによい状態にあると思い込
んでいる人々は、災害がくだるときになって、
自分たちが建物に合わせて切り刻まれ、四角
にされなければならないことを悟るのであ
る。しかし、その時には、そうする時間もな
く、天の父の前で彼らの執り成しをしてくだ
さる仲保者もおられない。この時に先だって

『不義なものはさらに不義を行い、汚れた者は
さらに汚れたことを行い、義なる者は仲保者
がなくなり、さらに義を行い、聖なる者はさ
らに聖なることを行うままにさせよ』という
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厳粛な宣言が発せられたのである。すべての、
誇り、利己心、世を愛する心、すべての悪い
言葉や行為に勝利するのでなければ、だれひ
とりとして、『慰め』にあずかることができな
いのを、わたしは見た。であるから、われわ
れは、ますます主に近づき、主の日の戦いに
立ち得るために必要な準備をするように、熱
心に求めなければならない。神は聖であられ
て、神のみ前に住むことができる者は聖なる
者だけであることを、すべての者が覚えてい
るようにしよう｣。初代文集 149

上記の引用文に慰めを受ける必要が書かれてい
ます。それは後の雨によって罪が除去される時のこ
とです。（大争闘下 382、218）。28 頁の図をもう
一度見てください。「罪なき完全な品性」は、大祭
司イエスが執り成しをしておられる間に、与えられ
る経験です。

｢慰め＝後の雨｣ によって罪が除去されます。以
前にも書きましたが、天ではイエスの血によって記
録から罪が消される時、地上の神の宮、信者からは、
聖霊によって罪が消されます。

罪の除去について聖句を一つ挙げるとすれば、
使徒 3:19,20 でしょう：

「だから、自分の罪をぬぐい去っていただくた
めに、悔い改めて本心に立ちかえりなさい。
それは、主のみ前から慰めの時がきて、あな
たがたのためにあらかじめ定めてあったキリ
ストなるイエスを、神がつかわして下さるた
めである」。使徒行伝 3:19,20

エレン・ホワイトの注解：

「だから、（調査審判において）自分の罪をぬ
ぐい去っていただくために、悔い改めて本心
に立ちかえりなさい。それは、主のみ前から
慰めのときがきて、あなたがたのためにあら
かじめ定めてあったキリストなるイエスを、
神がつかわして下さるためである」。各時代の
大争闘の 1888 年版には、かっこ内の句が挿
入されている。

4 つのことが言われています：

１．悔い改め (Repentance)

２．罪の除去 (blotting out of sins)

３．慰めの時（後の雨、Refreshing）

４．イエスの再臨 (second coming of Jesus)

エレン・ホワイトは、罪の除去は調査審判にお
いてなされるとして括弧に入れています。2，3 は
後の雨－聖霊の働きは同時であるが、どちらが先行
するかというと、罪の除去です。罪の除去－後の雨
は、調査審判の祝福です。

生ける者のさばきはいつから始まる

のでしょうか？　

日曜遵守の強要の時から始まります。とすれば、
日曜遵守の強要の前に罪の除去と切り離して後の
雨を期待するのはいかがなものでしょうか。勿論
今、後の雨を乞い求めなければなりません。主よ早
く来たりませと再臨のことを祈ることはいいこと
ですが、どんな順序で事件が起きるかという知的な
理解を持っていなければなりません。日曜遵守強要
令で大いなる震いがなされて起きるのであること
を理解していなければ、偽リバイバルに巻き込まれ
てしまうでしょう。

右のチャートを見てください。

調査審判と罪の除去＝最後の贖いは切っても切
れない関係にあります。①だけを説いていると信者
は怖さを感じるだけしょう。神のさばきは徹底的な
ものです。マラキは「その来る日には、だれが耐え
得よう。そのあらわれる時には、だれが立ち得よう」
( マラキ 3：2) と言っています。しかしさばきは民
を清めるためであり、民を元の状態に回復するた
めです。「彼は金をふきわける者の火のようであり、
布さらしの灰汁のようである。彼は銀をふきわけて
清める者のように座して、レビの子孫を清め、金銀
のように彼らを清める。そして彼らは義をもって、
ささげ物を主にささげる。その時ユダとエルサレム
とのささげ物は、昔の日のように、また先の年のよ
うに主に喜ばれる」。

大争闘下 216 ～ 217 頁の記述は、実に福音であ
ることが分かるのであえてまた引用します：

「仲保者イエスは、彼の血を信じる信仰によっ
て勝利したものがみな、その罪を許され、再
びエデンの家郷にもどって『以前の主権』を
彼とともに継ぐ者となるように、嘆願される
のである（ミカ４：８）。サタンは、人類をあ
ざむき、誘惑することによって、人類創造に
おける神のご計画を挫折 ( ざせつ ) させようと
考えた。しかし、キリストは今、人間が堕落
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しなかったかのように、この計画の実行を求
められるのである。キリストは、ご自分の民
のために、完全で十分な許しと義認だけでな
くて、彼らが、ご自分の栄光にあずかり、と
もにみ座につくことを求められるのである。

イエスが、彼の恵みに浴する人々のために嘆
願される一方において、サタンは、彼らを罪
人として神の前に告訴する。大欺瞞者サタン
は、彼らに疑惑を抱かせ、神に対する信頼を
失わせ、神の愛から彼らを引き離し、神の律
法を犯させようとしてきた。そして今度は、
サタンは、彼らの生涯の記録を指摘し、品性
の欠陥、贖い主のみ栄えを汚したところの、
キリストに似ていない点、そして、彼が誘惑
して彼らに犯させたすべての罪を指摘して、
これらのことのゆえに彼らは自分の臣下であ
ると主張するのである。

イエスは、彼らの罪の弁解はなさらないが
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、
彼らの悔い改めと信仰を示して
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、彼らの許し
を主張なさり、天父と天使たちの前で、ご自
分の傷ついた両手をあげ、わたしは彼らの名
を知っている、わたしは彼らを、わたしのた
なごころに彫り刻んだ、と言われるのである。

『神の受けられるいけにえは砕けた魂です。神
よ、あなたは砕けた悔いた心をかろしめられ
ません』（詩篇 51：17）。そして、ご自分の

民を訴える者にむかって、『サタンよ主はあな
たを責めるのだ。すなわちエルサレムを選ん
だ主はあなたを責めるのだ。これは火の中か
ら取り出した燃えさしではないか」と宣言さ
れる（ゼカリヤ３：２）。キリストは、忠実な
人々に、ご自分の義の衣を着せて、父なる神
の前に『しみも、しわも、そのたぐいのもの
がいっさいなく、清くて傷のない栄光の姿の
教会』として立たせてくださる（エペソ５：
２７）。彼らの名は、いのちの書に書きとめら
れる。そして彼らについて、『彼らは白い衣を
着て、わたしと共に歩みを続けるであろう。
彼らは、それにふさわしい者である』と記さ
れているのである（黙示録３：４）。

こうして、新しい契約が完全に成就する。『わ
たしは彼らの不義をゆるし、もはやその罪を
思わない。』『主は言われる、その日その時には、
イスラエルのとがを探しても見当らず、ユダ
の罪を探してもない』（エレミヤ３１：３４、
５０：２０）。『その日、主の枝は麗しく栄え、
地の産物はイスラエルの生き残った者の誇、
また光栄となる。そして ････ シオンに残るも
の、エルサレムにとどまる者、すべてエルサ
レムにあって、生命の書にしるされた者は聖
なる者ととなえられる』（イザヤ４：２、３）」。
大争闘下 216、217

天国行きに必要なもう一つの手続き－罪の除去｜
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今我々が持っていない、もう一つの

経験というのは、生きて主を迎える

のに必要不可欠な経験であることを

学んできましたが、すでに死去した

信者についてはどうでしょうか。

死んで後、調査審判を受ける（へブル 9：27）。
生きて主を迎える人たちと同じ経験は持たない、す
なわち後の雨による大いなる叫びの経験をしない
が、彼らは死んでいる間に裁かれて、悔い改めて、
イエスの功績に頼っていたことが分かれば、彼らの
罪は永遠に除去され、復活する時には、「彼が現れ
る時、わたしたちは、自分たちが彼に似るものとな
ることを知っている。そのまことの御姿を見るから
である」(1 ヨハネ 3:29)。

死ぬ信者たちは、決して完全になって死ぬので
はありません。勿論、知っている限りの罪を悔い改
め、勝利の経験をしていなければなりません。罪ゆ
るされているが、死んで裁きを受けるまで罪は残っ
ています。死後の調査審判において彼らの罪は除去
されるのです。

「キリストの血は、悔い改めた罪人を律法の宣
告から解放したが、しかし、それは罪を消し
去るものではなかった。罪は最終的な贖罪の
時まで聖所の記録に残るのである。そのよう

に象徴においても、罪祭の血は悔い改めた者
から罪を取り除いたが、罪は贖罪の日まで聖
所に残った。

大いなる最後の報いの日に、死者は、『そのし
わざに応じ、この書物に書かれていることに
したがって、さばかれ』る ( 黙示録 20：12)。
このとき、真に悔い改めたすべての者の罪は、
キリストの贖罪の血によって、天の書物から
消される。こうして、聖所から罪の記録が除
かれ、清められるのである。象徴においては、
この大いなる贖罪のみわざ、つまり、罪を消
し去ることは、贖罪の日のつとめによってあ
らわされた。すなわち、地上の聖所を汚して
いた罪を除いて清めることは、罪祭の血によっ
てなしとげられた。真に悔い改めた者の罪が、
ついに贖われて、天の記録から消されて、も
はや思い出すことも心に浮かぶこともなくな
るように、象徴では罪は荒野に追いやられ、
会衆から永遠に切り離された」。あけぼの上
422

下のチャートを見てください：

「死んだ義人は、審判がすみ『生命を受けるた
めによみがえ』るにふさわしい者とされるま
では、復活することはない」。大争闘下 214

｜天国行きに必要なもう一つの手続き－罪の除去

もう一つの経験
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「イエスはそこで箱の前に立って、恵みがな
お与えられているすべての人々と、知らずし
て神の戒めを破った人々のために最後の仲保
をしておられるのである。この贖罪（罪の除
去）は、生きている義人とともに、死んだ義
人のためにも行われる。これは、キリストを
信じて死んだすべての人を含んでいるが、彼
らは神の戒めに関する光を受けなかったため
に、知らずして戒めを破って罪を犯したので
ある」。初代文集 415

天国に行くには、もう一つの手続きが必要であ
ることをお分かりいただけたでしょうか？

この最後の、もう一つの手続きがあることを理
解しないと天国に行けないのです。アドベンチス
ト、すなわち、花婿がおいでになるのを待ってい
る民は、まだこの経験を持っていません。この特
別な働き—罪の除去、後の雨、生ける神の印のこ
とを婚姻のたとえでイエスは説明しています。マ
タイ 25 章の 10 人の乙女のたとえ話によると、再
臨信徒は居眠りしていると言われています。婚姻
の部屋に入っていないのです。

「眠っている教会は、霊的な無気力から目覚め
させられ、やり残されている重要な義務を認
識させられなければならない。民は、イエス
がご自分の子らのために贖いをするために行
かれた聖所に、まだ入っていない。この時代
の真理を理解するためには、聖霊が必要です」。
RH1892,2/25

婚姻の部屋に入るとはどういうこと

なのでしょうか？

「しかし、彼らは、主の働きをよく理解し、彼
が神の前に出られるのに信仰によって従って
いかねばならない。この意味において、彼らは、
婚姻のへやに入ったと言われているのである。

たとえによると、婚姻のへやに入ったのは、
あかりとともに器に油を持っていた者たちで
あった。聖書から真理の知識を得るとともに、
聖霊と神の恵みとを持っていた人々、厳しい
試練の夜も、忍耐して待ち、より明らかな光
を求めて聖書を研究した人々、―これらの人々
は、天の聖所に関する真理と、救い主の務め

0 0 0 0 0 0

の変化とを認め、信仰によって、天の聖所に
0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

おける彼の働きに従っていった
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。そして、聖
書のあかしをとおして同じ真理を受けいれ、
キリストが仲保の最後の働きを行なうために、
そしてその最後にはみ国を受けるために、神
の前に出られるのに信仰によって従っていく
者たちは、すべて、婚姻のへやにはいるもの
として表わされているのである」。大争闘下
143-145 ( 日本語の訳が間違っている。婚姻

〔marriage〕と婚宴〔marriage supper〕は異
なる出来事 )。

つまり、端的に言って、聖所の働きと至聖所の
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

働きの変化を理解すること
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

です。一般キリスト教会
は、キリストが天の聖所で大祭司として働いてお

天国行きに必要なもう一つの手続き－罪の除去｜
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られることは理解して
いますが、至聖所の働
きは何であるのかを理
解していません。この
聖所と至聖所の働きの
変化を理解することは、

「どんなにか重要であろ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

う
0

。……すべての者が、
これらの問題を徹底的
に研究し、彼らのうち
にある望について説明
を求める人にこたえる
ことができるようにす
ることは何よりも重要

0 0 0 0 0 0

である
0 0 0

」。救い主の務め
の変化を理解していな
いために、その祝福に
あずかることができて
いないのです！その祝
福とは、大いなる悩み
の時のシェルター、不
死の備え、罪の除去－
後の雨－神の印－罪な
き完全な品性です。

｢ 季 節 の 終 わ り 近 く
に降る後の雨は穀物を熟させ、刈り入れに備
える。... 穀物が熟するということは、魂の中
に神の恵みのみ業が完結することを表してい
る。聖霊のみ力によって神の道徳的かたちが
品性に完成されるのである。われわれは全
くキリストに似たものに変えられる。... 先の
雨がその働きをしないならば、後の雨は完全
の実を成熟させることはできないのである」。
TM506

罪がゆるされ、罪と自我に勝利するだけでなく、
罪そのものが拭い去られるのです。これが罪の除去
です。

生きて主を迎える人も、死んで罪の除去、最後
の贖いにあずかる人も同じ条件であることに留意
してください。

●生きて主を迎える人も、死んで主を迎える人
も調査審判前に完全にはなっていません。先の雨で
許され、勝利の経験を持っていなければなりませ
ん。しかし、知らない罪は持っているかもしれませ
んが、無知の罪をキリストの血は覆ってくださるの
です。

●生きて主を迎える人も、死んで復活して主を
迎える人も①罪の除去、②最後の贖いという同じ手

続きを経て天国に移されることことに留意してく
ださい。どこが違うのですか？死んで主を迎える
人は①②を体験しないし、大いなる悩みを通りませ
ん。

生きて主を迎える人たちは、「国始まって以来か
つなかった大いなる悩み」を通過しなければなりま
せん。そのことを思うと誰でも死んで休みにつくこ
とを選びたいと思うでしょう。しかし、生きて主を
迎えることを許されるなら、それもよしと考えたい
ものです。

｢もし神の子らが始めから終りを見通すことが
でき、神の共労者として自分の果している栄
光ある目的をみとめることができたら、彼ら
は、神がみちびかれる以外の道を決して選ば
ないであろう。天に移されたエノクも、火の
車で天へのぼったエリヤも、ただひとり牢獄
の中で殺されたバプテスマのヨハネより偉大
であったのでもなければ、彼よりとうとばれ
たのでもない。『あなたがたはキリストのため
に、ただ彼を信じることだけではなく、彼の
ために苦しむことをも賜わっている』( ピリピ
1：29)。天が人に与えることのできるすべて
の賜物の中で、キリストと共にその苦難にあ
ずかることは、最も重い信任であり、最高の

｜天国行きに必要なもう一つの手続き－罪の除去

もう一つの経験
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キリストを知る機会がなかった人たちは

　　天国に入れないのでしょうか？

ああ、神の愛のご配慮は何とすばらしいことでしょう !!

「さばきの時に、キリストからほめられる者たちは、神学についてはほとんど知っていなかったか
も知れないが、彼らはキリストの原則を心に宿していた。天来のみたまの感化を通して、彼らはま
わりの人たちの祝福になっていた。異教徒の中にさえ、親切心のある人たちがいる。いのちのみこ
とばを聞かないうちから、彼らは宣教師たちと親しくなり、自分自身の生命の危険をおかしてまで
宣教師たちに奉仕した。異教徒の中には、知らないで真の神を礼拝している人たち、すなわち人を異教徒の中には、知らないで真の神を礼拝している人たち、すなわち人を
通して光を与えられたことのない人たちがいるが、それでも彼らは滅びない通して光を与えられたことのない人たちがいるが、それでも彼らは滅びないのである。彼らは書か
れた神の律法については無知であるが、自然を通して語りかける神のみ声を聞き、律法に要求され
ていることを実行した。彼らのわざは聖霊が彼らの心に触れた証拠であって、彼らは神の子らとし
て認められる」。3 希望 108-109

「この祝福の言葉が語られているのは、キリストの品性の原則と精神を大切にしてきた人たちであ
る。彼らは主イエスを愛し、真の敬虔と単純さの中で主イエスに仕えてきた。彼らは神学の理論や
教義をほとんど知らなかったが、彼らが関わるすべての人に祝福を与えた。異教徒の間にも、親切
の精神を大切にする人々がいて、派遣された宣教師に力の及ぶ限りの助けを与えている人たちがい
る。彼らは知らないで神を崇め、彼らの多くは光のメッセージが与えられていない。それでも彼ら
は滅びることはない」。ST1893 年 8 月 7 日

「バビロンを構成する諸教会は、霊的暗黒と神からの離反に陥っているにもかかわらず、
その中にはまだ、真のキリスト者が数多くいる。この時代のための特別な使命をまだ悟っていない
人々が多くいる。自分たちの現状に満足せず、もっと明らかな光を待ち望んでいる者が、少なくない。
彼らは自分たちの所属する教会の中に、キリストの姿を見ようとしても見ることができない。…

黙示録 18 章は、教会が、黙示録 14：6-12 の三重の使命を拒否した結果、第二天使の使命が預言
した状態に完全に陥り、そして、まだバビロンにいる神の民が、その中から出るようにと求められ
る時を示している。これは、世界に発せられる最後の使命である。…そのとき、真理の光は、それ
を受けようと心を開くすべての人の上に輝き、バビロンに残っている主の子供たちはみな、「わた
しの民よ。彼女から離れ去」れという招きの声に耳を傾けるのである（黙示録 18：4）」。大争闘下
93

「真理は他の何物よりも尊いのである。諸勢力が力を結集して真理に反対するにもかかわらず、多
くの者が主の側に立つのである」。大争闘下 383

｢ローマ・カトリック教会の中に真のキリスト者たちがいることは事実である。…うわべだけの、
満たされない信仰の中で教育されたこれらの人々を、神はやさしいあわれみをもってごらんになる。
神は、彼らをとりまいている濃い暗黒に光が射し込むようにされる。神がイエスのうちにある真理

を彼らに示されるので、やがて多くの者が神の民とともに立つのである｣。大争闘下 321

天国行きに必要なもう一つの手続き－罪の除去｜

栄誉である｣。1 希望 282

神の律法、ご品性を全宇宙に擁護する特権に預
かることができるのです !!　「生くるうれし、死ぬ
るもよし、主にあるわが身の幸はひとし」（賛美歌
361）。そもそも我々は主のために存在しているの

です。

｢すべてわが名をもってとなえられる者をこさ
せよ。わたしは彼らをわが栄光のために創造
し、これを造り、これを仕立てた」。イザヤ
43:7
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